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平
成
十
三
年
度

総
会
の
報
告

総
務
委
員
長
　
　
　
野
方
　
重
人

本
年
度
の
総
会
が
七
月
十
四
日

（土
）
去
年
に
引
き
続
き
今
年
も
東
京
駅
八

重
洲
口
近
く
の

「さ
く
ら
銀
行
呉
服
橋
ビ
ル
　
ひ
ょ
う
ご
倶
楽
部

・
東
京
」
に

百
三
十
余
名
の
同
窓
会
員
が
集
い
、
午
後

一
時
か
ら
約
三
時
間
に
わ
た
り
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
同
窓
会
の
運
営
は
７９
期
が
担
当
し
、
次
期
担
当

の
８０
期
が
ア
シ
ス
ト
し
て
開
催
さ
れ
た
が
、
担
当
者
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
意
と
準
備

万
端
怠
り
な
く
、
ま
た
協
力
よ
ろ
し
き
を
得
て
滞
り
な
く
終
わ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
総
会
は
校
歌
斉
唱
で
幕
を
明
け
、
続
い
て
７７
期
野
方
重
人
副
会
長
を
議
長
に

選
出
し
、
同
議
長
の
下
で
議
事
に
入
り
、
８７
期
藁
科
名
雄
理
事
が
昨
年
度
事
業

及
び
決
算
報
告
、
７１
期
後
藤
弘
枝
と
８９
期
鳥
巣
修
両
監
事
が
監
査
報
告
を
行
い
、

承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
藁
科
理
事
か
ら
本
年
度
事
業
計
画
と
予
算
案
が
発
表
さ

れ
た
。
内
容
は
静
岡
同
窓
会
本
部
か
ら
の
助
成
金
が
五
割
削
減
さ
れ
、
ま
た
会

費
納
入
会
員
の
減
少
等
の
厳
し
い
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。
次
に
、
役
員
の
任
期

満
了
に
つ
き
、
次
の
新
三
年
間
の
役
員
候
補
の
原
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
健

康
上
の
都
合
で
辞
任
さ
れ
た
６６
期
田
中
俊
男
副
会
長
の
後
任
と
し
て
７３
期
山
梨

由
記
氏
を
選
び
、
田
中
副
会
長
を
除
く
今
ま
で
の
役
員
が
再
任
と
さ
れ
、
満
場

一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
山
梨
氏
か
ら
快
く
副
会
長
就
任
受
託
の
挨
拶

が
あ
り
、
同
氏
の
熱
意
と
豊
富
な
経
験
に
よ
っ
て
同
窓
会
運
営
の
一
層
の
充
実

が
期
待
さ
れ
る
。
最
後
に
上
杉
会
長
の
挨
拶
で
総
会
を
終
了
し
た
。

楽しい集いとなり

今
総
会
で
承
認
さ
れ
た
次
期
三
年
間
の

役
員
の
氏
名
は
次
の
通
り
で
す
。

会
　
長
　
上
杉
　
重
吉

副
会
長
　
野
沢
　
正
憲

山
梨
　
由
記

野
方
　
重
人

理
　
事
　
荒
谷
じ
つ
子

大
長
　
　
智

浦
目
　
　
彰

清
水
　
雅
尚

（６０
期
）

（６４
期
）

３ヽ
月
ン

イ７
Ｉ
Ｃ

（７７
期
）

（６８
期
）

（７０
期
）

（７１
期
）

（７７
期
）

理
　
事

垣
生
深
津
石
川
高
橋
藁
科
荒
井
後
藤
鳥
巣

尚
敬
俊
郎
嘉
和宏

名
雄
千
明
弘
枝欠タ

（７８
期
）

（８５
期
）

（８７
期
）

（８７
期
）

（８７
期
）

（９０
期
）

（７１
期
）

（８９
期
）

監

事

■
■
■
「

総会で挨拶する 上杉重吉会長 (60期 )
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懇
親
会
の
報
告

ス
タ
ン
の
山
の
中
か
ら
帰

っ
て
き
た
事
な
ど
を
淡
々

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
城
内
高
校

へ
の
初
め
て
の
女
性

の
入
学
者
が
あ

っ
た
６８
期
生
、
６９
期
生
の
入
学
当
時

の
高
校
を
取
り
巻
く
事
情
、
そ
の
中
で
女
子
学
生
は

何
を
感
じ
、
何
を
考
え
、
ど
う
行
動
し
た
か
で
し
た
．

武
村
さ
ん
の
未
だ
に
少
し
も
失

っ
て
い
な
い
瑞
々
し

い
感
性
で
の
お
話
は
．
出
席
者
全
員
に
深
い
感
銘
を

与
え
ま
し
た
。

懇
親
会
は
４３
期
西
沢
純
三
氏
の
乾
杯
で
始
ま
り
ま

し
た
。
“
期
は
満
州
事
変
、
支
那
事
変
、
大
平
洋
戦

争
と
、
静
岡
中
学
卒
業
後
、
辛
い
時
代
を
生
き
抜
い

た
明
治
生
ま
れ
で
す
．
野
球
部
唯

一
の
甲
子
国
優
勝

の
大
正
“
年
は
四
年
生
。
捉
灯
行
列
に
参
加
し
た
思

い
出
を
話
さ
れ
ま
し
た
．
静
岡
か
ら
の
お
客
様
は
６４

期
桜
井

一
男
同
窓
会
会
長
．
祝
辞
と
創
立
百
二
十
五

年
記
念
式
典
を
平
成
卜
五
年
十

一
月
十
五
日
に
開
催

す
る
事
。
記
念
事
業
に
多
額
の
ご
寄
付
を
、
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
遠
藤
亮
平
母
校
校
長
か
ら
新
任

の
ご
模
拶
が
あ
り
、
野
球
部
の
最
新
情
報
が
も
た
さ

れ
会
場
は
甲
子
同
行
き
の
期
待
で
成
， り
上
が
り
ま
し

た
。
「
た
か
が
早
は
ん
ぺ
ん
、
さ
れ
ど
、
黒
は
ん
ぺ
ん
」

奥
が
深
い
の
で
す
。
去
年
は
焼
津
産
を
食
べ
ま
し
た
。

静
岡
市
の
も
の
よ
り
小
さ
く
薄
い
。
今
年
は
静
国
市

で
唯

一
家
族
だ
け
で
作

っ
て
い
る
地
元
で
は
超
有
名

店
の
黒
は
ん
べ
ん
で
す
。
無
添
加
な
の
で
東
京
に
持

っ
て
い
く
に
は
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
入
り
で
無
け
れ
ば
暑

い
盛
り
に
は
持
た
な
い
の
で
す
．
そ
れ
で
．
こ
の
Ｆ

は
ん
べ
ん
御
推
薦
の
同
期
の
志
田
洪
額
氏
が
車
で
朝

出
来
た
て
の
黒
は
ん
ぺ
ん
六
百
枚
を
発
泡
ス
テ
ロ
ー

ル
の
箱
に
入
れ
東
名
高
速
を
飛
ば
し
て
来
ま
し
た
。

わ
さ
び
漬
は
同
期
の
塩
沢
氏

（小
泉
楼
）
の
店
の
も

総
会
終
了
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
懇
親
会
の
報
告
を

致
し
ま
す
。

懇
親
会
に
入
る
前
に
、
滋
賀
県
大
津
市
か
ら
“
期

武
付

（黒
柳
）
千
鶴
さ
ん
に
、
誤
演
者
と
し
て
来
て

い
た
だ
き
、
講
演
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。
∞
期
は

国
民
学
校
、
新
制
高
校
の
第

一
回
生
で
す
。

「敗
北
を
抱
き
じ
め
て
」
の
時
代
で
当
時
の
城
内

高
校
は
明
る
く
楽
し
い
夢
が
あ
る
学
同
生
活
で
あ
つ

た
と
の
事
。
歯
科
医
を
さ
れ
な
か
ら
夫
の
武
村
正
義̈

（元
大
蔵
大
臣
）を
支
え
て
き
た
事
。
現
在
は
医
療
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
に
参
加
し
、
総
会
の
一
週
間
前
に
バ
キ

静中・静高関
談
損
者
武
村
千
鶴
さ
ん

（∝
期
）

7:)
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荒
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睦
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会

会
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・女
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会

会
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増
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会
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委
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会
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修 枝 | 懇規会で乾ネの音頭をとる

西沢純三さん (43期 )と 上杉会長
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新
体
制

は

六

の
委
員
会
制

で

本
年
九
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
役
員
会
に
て
次
の
委
員
会
を
設
置
し

各
委
員
会
の
担
当
が
決
ま
り
ま
し
た
。
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懇親会の始まりです静岡高校 違際亮平枝長

しの．
去
年
は
ヽ
期
の
野
桜
氏
の
店
の
も
の
で
し
た
。

わ
さ
び
漬
に
黒
せ
ん
ぺ
ん
で
、
会
場
で
は
．
同
期
■

に
久
方
ぶ
り
に
あ
え
た
妖
び
の
声
が
上
が
り
、
顔
見

知
り
の
先
輩
や
後
輩
の
方
か
ら
の
声
が
掛
か
り
、
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
の
性
談
が
始
ま

っ
て
い
た
。
次
々
に

出
て
く
る
黒
は
ん
ぺ
ん
や
料
理
に
ヽ
一々

の
実
顔
が
重

な
り
雰
囲
気
も
最
高
潮
に
な
り
ま
し
た
。
６８
期
雨
宮

明
生
氏
か
ら
昭
和
二
十
二
年
の
秋
に
鈴
木
守
郎
先
生

が
逍
迂
歌
を
件
詞
作
山
し
た
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
甲
子
国
の
ス
タ
ン
ド
で
歌
つ
て
い
る

気
分
で
応
援
歌
第
二
ま
で
歌
い
き
り
心
は

一
つ
に
な

り
ま
し
た
．

今
総
会
は
７９
期
の
担
当
で
し
た
。
詰
先
■
の
ご
指

一導
で
強
力
な
７７
期
、
７８
期
か
ら
８０
期
に
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

６７
期
山
川
静
夫
氏
．
７０
期
三
木
卓

（冨
日
三
樹
）

氏
と
今
年
の
武
●
■
鶴
氏
と
続
い
た
証
演
会
も
来
期

は
ま
た
楽
し
み
で
す
‘

岡
山
か
ら
出
席
し
て
く
れ
た
衆
議
院
一蔵
員
の
村
田

吉
隆
氏

（
７９
期
、
柳
沢
伯
夫
金
融
担
当
相
の
も
と

・

副
大
臣
）
前
述
の
志
田
氏
、
わ
さ
び
漬
を
廉
価
で
屈

け
て
く
れ
た
小
泉
楼
の
塩
沢
氏
な
ど
多
数
の
同
期
の

応
振
．
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

☆
　
各
期
幹
事

一
覧
表
　
☆
　
　
　
７１

幹
事
が
変
更
の
場
合
は
事
務
局
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
特
に
幹
事
未
定
の

７２

馴
は
至
急
送
出
し
て
ご
連
絡
、
さ
い
．
　
７３

４３
　
西
沢
純
■
　
４４
　
高
橋
真

一

“

「鈴
木
弥
円
　
４６
　
丸
杉
孝
之
助

　

７４

４７
　
杉
山
栄

．

４８
　
原
崎
進

一　
　
　
７６

“
　
一日
沼
　
栄

・
杉
本
人
故
　
　
　
　
７７

５０
　
丸
尾
文
治

５１
　
佐
伯
正
剛

５２
　
服
部
雅
雄

・
廣
川
　
聡
　
　
　
　
７８

５３
　
月
見
里
得
知
郎

・
柴
崎
方
〓
一　
　
７９

５４
　
安
東
哲
夫

・
■
初
良
雄
　
　
　
　
８１

５５
　
相
川
富
士
雄

・
法
月
重
雄
　
　
　
８２

５６
　
清
水
逸
郎

■
丞
原
達
雄
　
　
　
　
　
８４

５７
　
］●
井
平

一
郎

・
影
島
利
邦
　
　
　
８５

”
　
〓周
木
静
男

・
原
　
淳
　
　
　
　
　
“

６０
　
堤
　
〓
ホ　
山
本
雅
之
助
　
　
　
　
”

６１
　
大
石
次
，

６２
　
６３
　
木
下
景

一　
　
　
　
　
　
　
　
“

６４

・
６５
　
野
沢
工
憲

・
４
野
　
旭
　
　
９０

６６
　
出
中
俊
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９２

６７
　
判
比
奈
正
〓
〓
小
杉
　
払
　
　
　
９３

鈴
木
敏
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飩

６８
　
荒
谷
じ
つ
子

〓
●
崎
英
哺
　
　
　
９６

６９
　
宮
崎
吉
美

・
山
本
社
男
　
　
　
　
ツ

７０
　
人
高
源
之
丞

・
人
長
　
智
　
　
　
ｕ

☆

関
東
は
広
く
て
友
人
と
会
う
事
が
出
来
な
い
。

☆

同
期
会
の
チ
ャ
ン
ス
も
作
っ
て
．
楽
し
ｏ
集
い
を
作
っ
て
下
さ
い
。

☆

幹
事
上
含
ｔ
の
期
は

・１

・
至
急
選
出
し
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

|

|

海
野
幸
雄

篠
原
　
直

接
井
亮
介

山
中
博
司

後
藤
孝
子

佐
藤
鐘
司

酒
丼
孝
太
郎

清
水
雅
尚

ｔ

三
浦
位
通

鈴
木
藤
男

■

■
田
尚
亮

鈴
木
素
明

‥

堀
内
淳
司

浅
川
祥
子

池
田
幸
司

・

成
岡
和
美
●

藁
科
名
雄

・

高
橋
　
宏

鳥
巣
　
修

荒
丼
千
明

・

山
野
一Ｌ
」又

岡
村
幸
彦
■

松
野
敦
子

奥
日
規
之

・

清
水
智
人

小
泉
距
武

・
・
鈴
木

浩

野
方
二
人

垣
生
尚
敬

８０
　
吉
野
卓
中
＾

萩
原
英
昭

８３
　
山
本
社
敏

藍
原
紅
史

米
洋
宣
行

人
羽
章
弘

判
沢
　
債

開
発
啓
之

後
藤
弘
枝

浦
日

彰

深
田
　
均

山
梨
由
記

深
津
俊
郎

井
出
慎
吾

石
川
嘉
和
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慶
賀

四
月
二
十
六
日
の
夜
、
小
泉
内

閣
が
発
足
し
、
同
期
生
の
遠
山
敦

子
さ
ん
が
文
部
科
学
大
臣
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
昼
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ニ
ユ
ー
ス
な
ど
で
報
道
さ
れ
は

じ
め
る
と
、
同
期
生
か
ら
他
の
同

期
生
に
連
絡
が
周
り
、
「お
お
そ

う
か
い
」
と
驚
く
者
．
「
い
や
―

当
然
の
時
期
到
来
」
と
肯
く
者
。

あ
っ
と
一言
つ
間
に
、
夕
方
ま
で
に

は
同
期
生
に
知
れ
渡
る
。
そ
し
て

夜
の
大
臣
就
任
の
公
式
発
表
と
な

る
。
驚
い
た
者
も
、
当
然
と
肯
い

た
訳
知
り
の
者
も
．
「
や
っ
ぱ
り

こ
ん
な
に
嬉
し
い
事
は
な
い
」
ま

る
で
自
分
が
大
臣
に
な
っ
た
様
な

も
の
で
あ
る
。
何
し
ろ
同
期
の
オ

城
、．
マ
ド
ン
ナ
■

ア
ッ
チ
ャ
ン
・

な
の
だ
か
ら
当
然
の
事
で
あ
る
。

皆
ん
な
職
場
で
家
庭
で
、
「俺
の

同
期
生
だ
」
と
自
慢
し
て
い
る
。

何
度
も
テ
レ
ビ
を
見
て
は
、
夕
刊

を
読
み
直
す
や
ら
、
大
事
に
切
り

抜
い
て
保
存
す
る
。
こ
れ
は
春
か

ら
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。
そ
の

上
同
窓
の
７０
期
の
柳
沢
伯
夫
先
輩

が
再
度
金
融
担
当
■
に
任
命
さ

れ
、
ナ
ン
ト
我
が
，
校
か
ら
同
時

に
二
人
の
大
臣
が
誕
生
し
た
．

「お
祝
い
を
し
た
い
が
ど
う
し

た
も
の
か
」
と
静
岡
か
ら
も
、
お

祝
い
気
分
が
伝
わ
っ
て
来
た
。
早

速
同
期
の
世
話
人
の
山
梨
由
記
君

に
聞
い
て
見
る
。
彼
も
多
く
の
同

期
生
か
ら
、
「机
賀
会
を
ど
う
す

る
の
か
」
「
い
つ
頃
や
る
べ
き
か
」

等
の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
る
と

言
う
。　
一
方
、
こ
れ
か
ら
多
忙
の

上
に
多
忙
を
重
ね
る

．ア
ッ
チ
ャ

ン
“
の
た
め
に
は
．
そ
っ
と
遠
く

か
ら
λ
て
、
応
援
す
る
の
が
同
期

生
の
友
情
で
動
め
だ
と
の
意
見
も

あ
っ
て
彼
も
困
っ
て
い
た
。
そ
し

て
、　
一
ヶ
月
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
こ

ん
な
慶
事
な
の
だ
か
ら
、
国
会
が

開
会
し
、
落
ち
着
い
た
頃
を
見
計

ら
っ
て
、
大
臣
室
に
表
敬
訪
間
を

す
る
事
が
良
い
だ
ろ
う
と
の
連
絡

が
山
梨
か
ら
は
い
つ
て
来
た
。

こ
う
し
た
事
は
同
期
の
世
話
人

山
梨
に
任
せ
て
お
け
ば
良
い
。
彼

が
言
う
に
は
、
「
一
般
的
に
は
、

`
遠
山
敦
子

〆
ヽ

文
部
科
学
大
臣
就
任
す

大
巨
に
就
任
さ
れ
る
と
、

有
志
で
表
敬
訪
間
を
す
る

の
が
礼
儀
で
あ
り
、
国
会

が
終
了
し
、
通
常
業
務
に

な
ら
れ
た
頃
、
大
臣
秘
書

室
に
書
式

に
し
た
た
め

て
、
お
願
い
し
て
お
い
た

ら
良
い
だ
ろ
う
と
言
う
事

で
、
表
敬
訪
間
を
希
望
す

る
有
志
達
は
彼
に
任
せ
て

お
い
た
。
こ
ち
ら
の
希
望

の
時
期
を
明
記
し
て
お
願

い
し
て
お

い
た
そ
う
だ

が
．
超
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
た
め
．
中
仲
日
程
が

決
ま
ら
な
い
。
や
が
で
、

大
臣
秘
書
室
か
ら

「七
月

二
十
四
日
、
夕
刻
五
時
」

に
決
ま

っ
た
と
の
連
絡
が

入

っ
て
来
た
。
当
日
は
．

動
務
先
を
早
め
に
出
て
．

文
部
科
学
省
の
玄
関
に
来

て
み
る
と
、
＋
上
〈
人
は
ど

が
集
ま
っ
て
い
た
。
手
続

き
は
山
梨
が
ト
ン
ト
ン
と

進
め
て
、
み
ん
な
プ
ロ
ツ

ロ
と
大
臣
室
に
向
か
う
。

国
会
審
議
も
終
わ
り
、
モ
ス
ク
ワ

で
開
催
さ
れ
た
次
期
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
国
決
定
の
会
議
に
出
席

さ
れ
、
一帰
国
さ
れ
た
翌
日
に
、
遠

山
大
臣
表
敬
訪
問
が
実
現
し
た
の

で
あ
る
。
一本
山
欽
伍
君
が
大
き
な

花
東
を
重
そ
う
に
持
ち
、
前
に
進

ん
だ
の
だ
が
、
誰
か
が
言
っ
た
の

か
、
「遠
山
さ
ん
、
テ
レ
ビ
で
見

る
よ
り
は
、
ス
マ
ー
ト
で
す
ね
」

と
言
っ
て
爆
笑
。
確
か
に
、
テ
レ

ビ
で
見
て
い
る
と
、
ち
ょ
つ
と
ふ

っ
く
ら
と
し
た
感
じ
か
な
。
ご
本

人
も

「本
当
に
、
テ
レ
ビ
は
嫌
で

す
ね
、
ご
覧
の
通
リ
ス
マ
ー
ト
で

す
」
と
実
う
。
こ
ん
な
会
話
が
飛

び
交
う

の
を
聞

い
て
い
た
山
梨

が
、
「
キ
ン
チ
ャ
ン

（柴
山
）
お

祝
い
の
口
上
を
述
べ
て
呉
れ
よ
」

と
言

っ
て
、
や
っ
と
花
束
の
贈
呈

と
な

っ
た
。
も
う
最
初
か
ら
、
形

式
な
ん
で
無
い
．
昔
に
戻
っ
て
同

期
の
親
し
さ
が
先
に
出
て
、
最
初

か
ら
和
や
か
で
あ

っ
た
。
そ
ん
な

雰
囲
気
に
し
て
呉
れ
た
の
が
、
遠

山
さ
ん
の
実
顔
で
あ
つ
た
。
我
ら

も
嬉

し

い
の
だ
が
、
彼
女
も

一
ご
多
忙
の
中
を
皆
様
良
く
来
て

下
さ
い
ま
し
た
本
当
に
あ
り
が
と

う
」
と
一一言
つ
。
花
束
贈
呈
の
写
真

を
撮
り
、
も
う

一
枚
は
、
大
臣
に

は
文
部
科
学
大
臣
と
表
記
さ
れ
た

机
に
着
席
し
て
も
ら
い
、
皆
が
そ

同
期
生

表
敬
訪
間
す
る

■
川

　

深
沢
　
靖
男

右
よ
り

一
柴
山
　
欽
伍

池
ヶ
谷

章

小
山
　
武
夫

佐
々
木
勝
彦

一
望
月
　
　
篤

鈴
木
　
良
明

青
木
俊

一
郎

杉
山
　
正
三

↑
石
川
八
州
夫

奥
村
　
至
朗

原
崎
　
幹
雄

山
梨
　
由
記

↑
松
下

山
本
深
沢

脂
朗

白
ヨ
栞
カ

靖
男
茂
■

て

,・

，

■
．

●

一
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口
　
彰

来
て
く
れ
ま
し
た
。
最
ね
ん
ち
ょ

う
の
４３
期
の
画
沢
純
三
さ
ん
と
い

う
す
ご
い
お
し
い
さ
ん
で
．
こ
と

し
も
元
気
に
さ
ん
か
し
て
く
れ
ま

し
た
。
若
い
ほ
う
は
螂
期
の
滝
沢

徹
哉
く
ん
や
晰
期
の
黒
川
輝
久
く

ん
で
し
た
。
奥
さ
ん
を
つ
れ
て
き

た
ひ
と
も
何
に
ん
も
い
ま
し
た
。

み
ん
な
き
も
ち
よ
く
酔

っ
払

っ

て
、
こ
と
し
の
甲
子
国
は
だ
め
だ

っ
た
け
ど
ら
い
年
は
が
ん
は
っ
て

も
ら
い
た
い
と
が
、
そ
う
り
つ
百

三
十
五
ね
ん
の
た
め
に
お
金
を
も

っ
と
あ
ら
め
よ
う
と
か
．
だ
れ
そ

れ
が
こ
の
ご
ろ
顔
を
み
せ
な
い
の

は
け
し
か
ら
ん
と
か
、
さ
い
さ
ん

は
が
っ
こ
う
に
女
の
せ
い
と
が
多
・

く
な

っ
て
こ
ま

つ
た
こ
と
だ
、
イ

ヤ
困
る
こ
と
は
な

い
じ

ゃ
な

い

か
、
と
か
。
は
な
し
の
輪
が
い
く

つ
も
で
き
て
、
ワ
イ
ワ
が
や
が
や
。

い
つ
の
ま
に
か
夕
が
た
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

さ
い
ご
は
大
き
な
こ
え
で
岳
南

健
児
を
う
た

つ
て
お
ひ
ら
き
。
み

ん
な

一
つ
年
を
と

つ
た
も
ん
じ
ゃ

な
ァ
、
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
恵
比

寿
屋
さ
ん
の
円
を
で
た
の
で
す
。

で
も
、
江
ノ
鳥
会
は
こ
れ
で
お
わ

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
あ
と
．
い
つ
も
の
よ
う
に
、
橋

の
う
え
で
店
を
ひ
ら
い
て
い
る
お

昔
む
か
し
、
じ
ゃ
な
く
て
、
ま

い
年
ま
い
年
、
あ
る
と
こ
ろ
に
．

じ
ゃ
な
く
て
神
奈
川
県
の
江
ノ
島

で
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
お
じ
さ
ん
も

お
ば
さ
ん
も
お
兄
さ
ん
も
お
姉
さ

ん
も
集
ま
る
江
ノ
島
会
と
い
う
寄

り
合
い
が
あ
る
ん
だ
と
さ
。
ま
い

年
か
な
ら
ず
九
月
の
第

一
に
ち
よ

う
日
の
お
ひ
る
ご
ろ
、
お
じ
さ
ん

や
お
ぼ
さ
ん
や
お
兄
さ
ん
や
お
姉

さ
ん
た
ち
が

ニ
コ
ニ
ヨ
し
な
が

ら
、
な
が
い
橋
を
わ
た

っ
て
．
急

比
寿
屋
さ
ん
と
い
う
料
理
屋
さ
ん

に
集
ま

つ
て
、
あ
い
さ
つ
を
し
た

り
、
い
つ
ぱ
い
お
酒
を
の
ん
だ
り
、

ご
ち
そ
う
を
食
べ
た
り
．
歌
つ
た

り
し
て
．
夕
が
た
ま
で
た
の
し
く

す
ご
す
ん
だ
と
さ
。

こ
と
し
も
、
九
が
つ
二
口
．
Ｉ

十
四
人
が
あ
つ
ま
り
ま
し
た
。
み

ん
な
が
事
業
し
た
が

っ
こ
う
の
遠

藤
枝
長
せ
ん
せ
い
と
か
、
ど
う
そ

う
会
の
エ
ラ
イ
人
の
角
春
弘
志
さ

ん
や
事
務
き
ょ
く
の
蔭
山
昌
弘
さ

ん
と
か
、
き
ょ
ね
ん
亡
く
な

っ
た

円
東
ど
う
そ
う
会
の
奥
沢
会
長
の

お
く
さ
ん
の
人
重
子
さ
ん
と
か
も

な
じ
み
の
お
で
ん
屋
さ
ん
に
ひ
っ

か
か

っ
て
、
ま
た

●
杯
。
さ
が
み

湾
に
お
ち
る
夕
ひ
を
サ
カ
ナ
に
ま

た

●
杯
。
尽
き
な
い
は
な
し
に
ま

た

一
杯
。
い
つ
ま
で
も
何
時
ま
で

も

・

。
そ
れ
で
も
、
飲
み
つ
か

れ
て
．
は
な
し
疲
れ
て
、
と

つ
ぶ

り
と
喜
れ
た
夜
そ
ら
を
背
に

一ま

た
ら
い
ね
ん
会
お
う
ぜ
。
た
つ
し

ゃ
で
な
」
と
さ
ん
さ
ん
ご
ご
江
の

電
の
え
き

へ
む
か
う
の
で
し
た
。

こ
と
し
の
江
ノ
鳥
会
の
お
は
な
し

は
、
こ
れ
で
お
し
ま
い
。
め
で
た

し
、
め
で
た
し
。

(5,
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の
後
に
立
っ
て
記
念
写
真
を
秘
聖
一

官
が
撮
影
す
る
。
そ
の
後
ソ
フ
ア

ー
に
座
っ
て
歓
談
と
な
っ
た
。
皆

か
ら
の
質
問
も
、
こ
の
処
の
教
科

書
問
題
や
、
大
阪
池
田
小
学
校
の

事
件
や
ら
、
あ
れ
こ
れ
難
問
の
多

い
時
期
で
大
変
で
す
ね
と
慰
労
の

言
葉
が
有
り
．
又
大
臣
か
ら

「あ

の
件
の
本
音
は
こ
う
な
の
よ
」
と

言
っ
て
呉
れ
て
、
皆
も
納
得
。
皆

も
良
く
し
や
べ
っ
た
が
、
も
っ
と
、

歓
談
を
し
た
か
つ
た
の
は
、
遠
山

さ
ん
本
人
で
あ
っ
た
様
だ
っ
た
。

山
梨
が
秘
書
官
と
何
や
ら
し
や

べ
っ
て
い
た
と
思
う
と
、
「も
う

時
間
だ
」
と
言
う
。
約
束
の
時
間

二
十
分
が
大
幅
に
過
ぎ
て
い
た
ら

し
く
、
五
時
半
過
ぎ
に
な
っ
て
い

た
。
遺
山
大
臣
が

一
人

一
人
を
部

屋
の
外
ま
で
送
っ
て
呉
れ
、
別
れ

難
い
気
持
ち
と
満
足
の
実
顔
で
退

室
し
た
。

そ
の
後
、
お
茶
の
水
の
ビ
ア

・

レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
大
臣
を
着
に
し

て
ピ
ー
ル
を
飲
み
、
ミ
ニ
同
期
会

を
開
い
て
、
こ
の
慶
事
を
喜
び
合

っ
た
。
大
臣
に
は
、
そ
の
　
一日
後
に
は
．

ベ
ル
ー
大
統
領
就
任
式
に
ご
出
席

の
た
め
、
我
が
回
を
代
表
し
て
．

ベ
ル
ー
を
訪
問
さ
れ
た
と
の
報
道

が
あ
つ
た
。

■,t
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静

岡

の
万
葉

を
歩

く

（そ
の
ニ
ト
三
）

５１
期
　
原
崎
　
郁
平

岩
田
部
浅
羽
町
浅
羽
浅
間
町
立
図

書
館
前
に
万
葉
碑
が
立

っ
て
い

一ム一．
社
の

十
や

浅
羽
の
野
良
に
　
刈
る
草
の

束
の
間
も
　
五
］を
忘
ら
す
な

（巻
十
１
二
七
六
二
）

大
き
さ

高
さ
百
五
十

幅
二
百

五
―
　
厚
さ
十
五
セ
ン
チ
の
自
然

石
．
歌
碑
の
裏
に
次
の
様
な
解
説

が
彫
っ
て
あ
る
。

か
．
最
近
は
お
茶
や
メ
ロ
ン
の
産

旭
で
あ
る
。
遠
州
灘
か
ら
吹
く
風

は
時
と
し
て
荒
く
も
な
る
。
特
に

冬
場
の

”
遠
州
の
空
っ
風
・
は
そ

の
年
の
厄
を
吹
き
払
つ
て
く
れ
る

し
、
日
々
の
切
な
さ
も
吹
き
払
っ

て
く
れ
る
。
近
く
の
見
ど
こ
ろ
に

法
多
山
車
永
寺
が
あ
る
。
標
高
二

百
四
メ
ー
ト
ル
の
小
笠
山
の
尾
根

は
四
方
に
延
び
て
居
る
が
．
そ
の

東
南
部
の
谷
間
に
法
多
山
尊
永
寺

が
あ
る
。
こ
こ
は
厄
除
観
音
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
開

創
は
古
く
神
亀
二
年

（七
二
五
）

聖
式
天
皇
の
動
命
に
よ
つ
た
行
え

の
尽
力
に
よ
る
。
尊
永
寺
と
い
う

よ
り
法
多
山
■
は
っ
た
さ
ん
）
の

名
前
で
親
し
ま
れ
て
お
リ
ギ
尊
永

寺
と
な
っ
た
の
は
明
治
九
年
か
ら

で
あ
る
。
法
多
山
の
回
遊
と
い
う

行
事
は
毎
年
行
わ
れ
、
キ
院
で
年

の
初
め
に

一
年
の
平
安
と
厄
際
け

を
折
つ
て
読
経
す
る
修
正
会
と
五

殻
豊
萩
を
祈
念
す
る
鎮
守
白
山
権

現
信
仰
と
が
結
合
し
た
物
で
あ

る
。そ
の
起
源
は
室
町
時
代
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
諸
芸

が
加
わ
り
変
遷
を
と
げ
、
日
遊
だ

け
が
独
立
し
現
在

の
形
と
な

っ

た
。
私
の
両
親
は
遠
州
育
ち
で
私

も
遺
州
生
ま
れ
で
あ
る
の
で
家
族

万
葉
集
は
今
か
ら
十
三
百
年
は

ど
前
の
日
本
最
古
の
歌
集
で
、
全

二
＋
巻
四
十
五
百
首
か
ら
な
り
、

作
者
は
天
皇
か
ら
無
名
の
民
衆
迄

幅
広
い
階
月
の
人
達
で
有
る
。

こ
の
歌
は

浅
羽
の
野
良
で
草

を
刈
る
そ
の
束
の
間
も
私
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
、、、
、、
と
い
う
相

聞
歌
で
．
若
者
の
純
情

一
途
な
思

い
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
て
く
る
青

春
の
歌
で
あ
る
。
平
成
四
年
二
月

建
立
．
浅
羽
町

・
浅
羽
町
文
化
協

会
．
　

●
一電
は
　
文
化
功
労
者
で

文
字
障
士
大
阪
大
学
名
誉
教
授

は
遠
州
弁
で
話
し
て
い
る
。
静
岡

市
は
駿
河
の
国
で
あ
る
の
で
街
で

は
駿
河
弁
を
話
す
。
同
じ
県
内
で

も
駿
河
弁
と
遠
州
弁
と
は
ア
ク
セ

ン
ト
と
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
が
微
妙

に
違
う
。
小
学
校
の
低
学
年
で
は

言
葉
の
違
い
を
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か

ら
指
摘
さ
れ
恥
じ
を
か
い
た
覚
え

が
あ
る
。

大
養

孝

浅
羽
町

は
ＪＲ
東
海
道
袋
丼

駅
か
ら
南
方
約
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

場
所
に
あ
る
．
浅

羽
町
役
場
や
公
民

館
が
建

っ
て
い
る

近
く
の
町
立
図
書

館
玄
関
前
に
歌
碑

が
建
っ
て
い
る
。

遠
州
灘
に
面
し

た
海
岸
沿
い
の
国

道

一
五
四
号
線
か

ら
も
約
ニ
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
弱
離
れ
て

い
る
。
浅
羽
町
は

古
く
か
ら
米
が
■

産

さ

れ

て

い
た

声
を
出
し
て
読
み
た
い
日
本
語

斎
藤
　
孝

草
思
社
　
一
．
■
０
●
円

朝
日
新
聞
で
ベ
ス
ト
テ
ン
に
入
っ

た
好
評
の
書
で
す
。
歯
切
れ
の
よ

い
言
葉
。
泄
を
賠
ん
だ
言
葉
．
意

珠
の
深
い
言
葉
．
声
を
出
し
て
し

ゃ
べ
り
た
い
言
葉
が
出
て
く
る
。

・
春
は
あ
げ
け
の

・
知
ら
ぎ
ぁ
言
っ
て

間
か
せ
や
し
ょ
う

・
は
つ
け
よ
い

・
少
年
老
い
や
す
く

・
智
に
勧
け
ば
角
が
立
つ

■
ま
だ
あ
げ
初
し
前
髪
の

静
同
高
校
％
期
卒

東
京
大
学
法
学
部
卒

明
治
大
学
文
学
部
助
教
授

〓
‘
‘
´
一い
０
３
ｏ
」一
ヽ
０
一０
、
‐
い
”
〓
ｏ
、

ひ
と
り

ひ
と

り

の

ご
協
力

を

０

総
会
や
同
期
会
な
ど
の
会
合

に
は
億
劫
が
ら
ず
に
出
席
し
．
楽

し
い
一
時
を
持
ら
ま
し
よ
う
。

０

年
会
費
の
拠
出
者
が
年
を
追

っ
て
減
少
し
、
さ
び
し
い
事
で
す
。

関
東
同
窓
会
の
運
せ
も
難
し
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

関
東
同
窓
会
の
円
滑
な
運
営
の

た
め
平
成
十
三
年
度
会
費

（
三

十
円
）
の
納
入
を
同
封
の
振
り

込
み
用
紙
で
．
お
願
い
致
し
ま

す
。な
お
振
込
用
紙
は
会
報
の
毎
号

に
年
会
費
の
納
入
済
み
．
未
納
に

関
わ
ら
ず
同
封
し
て
お
り
ま
す
事

を
ご
了
承
下
さ
い
。

Ｏ
宛
先
不
明
の
た
め
、
会
報
返
送

が
毎
回
多
数
有
り
ま
す
．
■
所
変

更
の
場
合
は
、
至
急
ご

一
報
の
■

お
願
い
致
し
ま
す
。

☆

会
報
の
広
告
募
集
　
年
２
回

（
２
万
円
）
に
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。
計
細
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☆

事
務
局
へ
の
ご
迪
締
は
…
…

一而

，
嘔
千
ｔ
田
区
神
田
鍛
冶
町
二
ｌ
ｔ
ｌ
三

藪
下
ビ
ル
ナ
階

野
方
■
一̈伴
事
務
所
内

静
中

・
静
高
関
東
同
窓
会

野
方
重
人

（７７
期
）

■

て
０

３

２

５

１

・
２

３

４

８

・薯「
「
■
■

t

ヽ

ニニ■ デ

新

刊

書

の

案

内

ヽ

一ヨ

´

Ｉ
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よそ

動を

本の

とさ

● の間

をつ

tt立

皆 と噴出して逃

う。只呆然と■  ●

日本出張から戻つた■

スを見ていたら突然画

ち , ●て し
=

|‐
|ヽ

日で 幸い比較的早い段階で近ぐに住む静岡

銀行の家族から静同銀行の全員無事も確

認でき. 3時間後に長男のユ事がヒュー

ス トンの娘から知らされ本人からメール

も来てはっとした。彼は通勤途中の地下

鉄が止まってしまったため歩いて戻った

そうで.それを聞いて9時少 し前だった

からそういう人も結持いるかもしれない

と少しでも被告が少ないようにと祈って

いたにも拘わらず、行方不明者は増ぇる

一方だった。その内に夜中にも拘ゎらず

問い合わせや見舞いの電話やメールが入

り始めた。その中には静高出身の娘さん

がNY大に留学しており、学生安がワー

トレから5プロックしか離れていない為

レー ドセンターの状況を

し● 大● ツ' 渉 (長■ J
|・ だ

っ て 1杓 性 が高側 の ビ・ レ |=

,4, む 光景
=
, ア ■レで 児

‐
( し ま +、

映世1の画面を見ているようでぎょつとし

た。長男はワートレのどこかのビ,レに働

いてお 1,、 前回の爆弾事件の折も真っ時

な階段を降りて逃れているので今日も大

丈夫と自分に言い開かせながら連絡を収

ろうとするも Yヽ市内は全ての電話ライ

ンが既にお話中でつながらない。取引銀

行が何社も入つているし、静岡県大会の

事務局をお願いしている静同銀行も80
階にある。

ヽ
ヽ_

t

New Yοrkテ ロ雑感‐

=
t

1
,●
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堅急送去命令が出され、1良が||1口 tへ |,l
つているこいうご両親 (共に詐高卒)刀ヽ

いの電話も含まれていた。彼女はそれこ

そ譴一つ持っただ
')の
岩の身■のまま

お命もTD l■寺たすにグランドキン |・ ラル

まで5時 F。 歩き.や‐‐と動き出した電■
で夕万.我が家にたどり着いた。役女の

1苫では.その日.■故■は月,」のt■は
全部無料、市内の公衆電話も同じく無十1

(撃からない地区もあったが,だ ったそ
うで.その上現場から50マ イル駆れた
■のtt地の駅にもボリスが配とされ、
ボランテイアの人,=が疲れ呆てて降

',て
くる乖イ |■ 水を記^‐ いたのに|よ鸞い
た。緊急‖十の

'す

応の速さにまさに1,[帽で

あった_
―方、NY:|||●■円|: クオ[氏 11ヨ故
i■■直ちに川iを 出動さ 1共 同時 .こ全
■行●
=■
■
=こ
とを■■●|[:L吾 した

という^こ れはP「決1,|.さ れ、この処青の

おヵ`|ギで.第 2`つ テログ)■

`,も

出来ない

■況を作った■にキがった。事実サ1道切

待 |[力 ′ターエイブザ,1文 人力`,■市さイt■

とい‐■1古 |.「 もある.Nヽ FI]長のliiF tJご

ホチ|・の iコ |,である。イ|■ .市民 i l11■ [
■さ■|■ ,二 t'う 捉キ■.テ :]サ「1人 ども

|=混舌1● ::サ‐を■―.」 (||な らないと|■ iに !

:ヒ否 |_た こして許 i而 されて 'ヽる .以後
我■よi'11の■をありとあっゆる場面で見

出 1´ 〔t'=.■人者への追悼.家■ 臣
|lt´ のヽょtl早 と:t■ F)気持 |,は今も国口

1-溢イt、 NY ‖inlesは 逗日||よ |々 の■,者
つ

“

■■とt.|■ itを す■つづけている.
■
1■か
',41_|は

、上 |こ立つ指,官の -1~|ざ

‐tヽ決断がいか|[大事か感■0思いでテ
レビF,前 で道ごした

`‐

その問.― 千■念

でιりさ t́感 じたこと|ま .世界中力i■肛
を掲げ、アメ11カ 大使

“

など|コtや ロー

ツク,供 ぇてテロのF■ 者に折 りを不
げ.ア メ1リ カ国民に

=悼
の気持ちをiせ

てt・ る中‐.日 本発の子ういう二」―ス

がどこに1,表 ●′、い |二 1民の苦さんか |,

r,11かい・L・が何 つ伝1,っ てこないここ
だ
=,た。
これ|=は全く失望した.,

その後の民 |]月 はご承知の口 0である。
アメ1'力 ではFB13000ブ、、 CIA4000人 の

捜杏●を動員してテロの犯人グループ1+

定に全力を挙げている.何 |万 とtヽ つ情
報を分析 |_、 更に最近は今ての電話′),
テとイーメール|:読十利の法案を行11t l´

て事件鮮明に介tt.ている.テ ロ証縦の

物と思われる世界甲の資金源を凍結し、

犯人′,レ ー,こ 思われるlooo人以上を拘

|'す るなど更なるテロ行為のm l11に 全カ

をあ|'て いる.■行犯人タループ全員o)
ここ致¬:の細かな足取りを担及し、彼ら

が,´,た とされる50万 ドル(6+万円)の合

全ル  ヽ|・ を■|」丁ること~実行を支援 |_
たテロ,識の|1古発も進んでいる.
,111画 課者を1岩 うアフガニスタン

`)'
リア`ン■年も,なわれているのはこ

=■
|

F)む |,である.日 本政
"1,港
湾戦争 )́と

きつ弓決を砕●なとい',こ Lで ここ
′ヽ、きて

や―と今回の´́発テロ́ 、`の対応として自

衛|ア派遣七

「 "li力

を,■ ,ヽ込んだF■日
を発云1_■行に移しつつあるのは大エ
言].1● されて,マ ,.

今後アメ |,力 がII「i11ビ ンラ・ テン

,,|■■1■
―
■itlゴ・」|、い■っても.=う 簡

単 |=まか,‐ .三 ともりぇない。既 |[ブ _′ ン

ニ人 t"'ま 21111■dF,1「 |_い 或争と認識 1´

て.1● 1'tlこは■||1戦 こ
=る
」も含め.匡 |

民 |こ はな|[」 と,社を求め.こ の■■千ロ
|=は断国戦う■を●々強訓している.

9月 11日 ′)千 口は211」:itの 1li■ い世界

T■序のイitiの 夕‐ニングポイン |・ となろ

だろう 一‐刻もヤ (hllが 1.1(,tする[「 i
押iる と+,■ .多 く

'I性
者の■嶋■■●,

て社感とする`,         合菫 ,
2001-ll― ll

☆ 山匡1 進 ― 静同高校73期卒.ス ター

精密株式会社、海外派遣第一号で渡米し、

在米25年。同社の 1、国法人の社長を永年

勤め(2001年 1月 .同社を定年退職。
現在Venture Businessの SOngbird社
の日本代表として活躍中。

|

ヽ_

t
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先
輩

後

ィ草‐r
‐‐
1~
´ 」_

甲合
i  ´

璽芳
を l

出
席
者
は
次
の
方
々
で
す
．

大
石
　

巌

（５３
期
元

会

長
）

石
山

建

一
（７７
期
元
巨
人
軍
）

石
井

博
之

（７８
期
野
球
部
）

■
日

尚
亮

（７９
期
野
求
部
）

高
橋

　

宏

（８７
期
広
報
委
員
）

司
会
苦
　
清
水
　
雅
尚
　
（７７
期
）

夏
連
続
出
場
し
夏
は
準
優
勝
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
早
稲
田
大
学
、

日
本
石
油
と
優
勝
経
験
を
重
ね
た

後
、
早
稲
田
大
学
の
監
督
、
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
監
督
、
今
日
本
監
督

と
ア
マ
球
界
で
の
経
験
は
他
に
比

を
見
る
事
が
出
来
な
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
彼
の
元
か
ら
多
く
の

プ
ロ
野
球
選
手
が
輩
出
し
て
い
ま

す
し
、
巨
人
軍
で
は
編
成
部
長
の

経
歴
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在

で
は
全
国
に
わ
た
っ
て
請
演
、
指

導
に
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

１
ま
ず
石
出
さ
ん
に
お
尋
ね
致
し

ま
す
。
今
年
二
月
の
時
点
で
す
で

に
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
大
リ
ー
′
で

の
活
躍
を
予
言
し
て
い
ま
し
た

が
。
石
山
＝
私
が
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

・
メ

ッ
ツ
の
キ
ヤ
ン
プ
地
を
訪
れ
た
時

見
た
当
時
の
メ
ッ
ツ
の
一
番
打
者

は
セ
ン
タ
ー
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
と
言

う
左
打
者
で
し
た
が
、
オ
ー
ル
ス

タ
ー
に
三
回
も
選
ば
れ
て
い
る
好

打
者
で
す
。
こ
の
選
手
と
比
較
し

て
も
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
方
が
攻

・

走

■
す
・
ど
れ
を
取
っ
て
も
は
る

か
に
上
だ
と
思
っ
た
訳
で
す
。
実

は
オ
リ
ッ
ク
ス
対
西
武
戦
の
試
合

前
、
バ
ツ
テ
イ
ン
グ
ケ
ー
ジ
の
う

し
ろ
で
イ
テ
ロ
ー
選
手
の
打
撃
を

じ
っ
く
り
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
ス
ム
ー
ス
に
流
れ
る
よ
う
な

体
重
移
動
に
惚
れ
惚
れ
し
た
事
を

―
本
日
は
関
東
同
窓
会
の
元
会
長

で
あ
る
大
右
厳
先
輩
と
プ
ロ
・
ア

マ
球
界
で
令
名
高
い
石
山
建

一
さ

ん
他
の
方
々
に
お
い
で
戴
き
ま
し

て
今
年
話
題
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
に

つ
い
て
語
っ
て
戴
こ
う
と
言
う
趣

向
で
す
。

大
石
さ
ん
は
ご
存
じ
の
よ
う
に
新

日
本
証
券
の
社
長

・
会
長
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
が
野
球
に
対
す
る
思

い
入
れ
は

一
方
な
ら
ぬ
物
が
あ
り

ま
す
。
静
中
時
代
は
学
業
に
専
念

す
る
た
め
野
球
に
対
し
て
は
思
い

半
ば
で
し
た
が
旧
制
静
高

・
東
大

と
青
春
を
野
求

一
色
に
過
ご
さ
れ

た
方
で
す
。
ま
た
毎
日
新
聞
記
者

か
ら
大
毎
オ
リ
オ
ン
ズ
に
移
り
、

プ
ロ
野
球
の
フ
ロ
ン
ト
で
活
躍
さ

れ
た
経
歴
の
持
主
で
も
あ
り
ま

す
。
石
山
さ
ん
は
静
高
時
代
に
春

―
』

―
　
　
　
　
‐
　
一ユ
”■
一
Ｆ
´

・́
　
一
一　
　
　
　
　
　
．一
コ
一
「燿
ヽ

●
　́
・．

ヽ

● ‐

Ｌ
「轟

る

思
い
出
し
ま
す
．

１
今
年
は
Ｂ
Ｓ
放
送
で
大
リ
ー
グ

中
継
を
数
多
・く
や
っ
た
た
め
日
本

の
プ
ロ
野
球
と
の
違
い
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
が
大
石
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た

か
。
大
石
１
大
リ
ー
グ
で
は
野
球
を
見

せ
る
と
同
時
に
観
客
と

一
緒
に
な

つ
て
野
球
を
楽
し
ん
で
い
る
と
言

う
事
だ
と
思
う
。
ス
タ
ー
プ
レ
イ

ヤ
ー
を
客
席
に
近
い
位
置
に
置
く

と
か
、
フ
ア
ウ
ル
ボ
ー
ル
の
プ
レ

ゼ
ン
ト

（す
で
に
シ
ョ
ー
と
な
っ

て
い
る
）
、
交
流
試
合
の
問
題
な

ど
日
本
の
プ
ロ
野
球
は
戦
後
５０
年

の
金
属
疲
労
が
出
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
大
リ
ー
グ
で
は
い
い
プ

レ
ー
に
対
し
て
は
惜
し
み
な
い
拍

手
と
声
援
が
あ
り
、
逆
の
ブ
ー
イ

ン
グ
も
き
つ
い
で
す
ね
。

１
大
石
さ
ん
は
戦
前
、
静
岡
卓
薙

求
場
で
沢
村
投
手
が
投
げ
惜
敗
し

た
全
日
本
と
大
リ
ー
グ
と
の
試
合

を
見
て
い
た
と
一一言
つ
歴
史
の
生
き

証
人
で
も
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

石
山
さ
ん
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
小

さ
い
頃
よ
り
、
し
っ
か
り
し
た
目

標
を
持
っ
て
練
習
を
し
た
と
問
い

て
い
ま
す
が
。

石
山
＝
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
小
学
校

の
時
の
作
文
に
は
将
来
は

「
一
流

の
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
」
と
言

う
目
標
が
書
か
れ
．
そ
れ
に
は
中

学
、
高
校
で
全
国
人
会
に
出
場
し

て
活
躍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
練
習
が
必
要
で
あ

る
、
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
彼
は

三
歳
か
ら
練
習
を
始
め
、
七
歳
ま

で
の
間
は

一
年
の
内
に
十
年
間
練

習
を
や
っ
て
い
た
が
三
年
生
の
時

か
ら
六
年
生
ま
で
は

一
年
で
三
百

六
十
日
は
激
し
い
練
習
を
し
て
来

た
そ
う
で
す
。
プ
ロ
野
球
に
行
く

に
は
ど
の
学
校
が
い
い
か
を
調

べ
、
プ
ロ
野
球
選
手
が
多
く
出
て

い
る
愛
工
大
名
電
高
を
選
び
甲
子

国
に
出
場
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

プ
ロ
野
球
入
り
と
な
る
と
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
カ
ウ
ト
達
が

体
の
線
が
細
い
と
見
向
き
も
し
な

か
っ
た
中
、
オ
リ
ッ
ク
ス
の
故
三

輪
日
勝
利
ス
カ
ウ
ト
だ
け
が
渋
る

中
国
編
成
部
長
を
六
度
も
連
れ
出

し
、
六
度
日
に
Ｏ
Ｋ
を
取
る
事
が

出
来
た
の
で
す
。
イ
チ
ロ
ー
選
手

は
今
春
ア
メ
リ
カ
に
行
く
時
．
三

輪
ロ
ス
カ
ウ
ト
の
お
墓
参
り
を
し

て
か
ら
シ
ア
ト
ル
に
旅
立
っ
た
と

の
事
で
す
。

＝
石
山
さ
ん
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
の

親
孝
行
ぶ
り
は
有
名
で
す
が
。

石
山
＝
一
流
の
選
手
は
多
く
親
孝

行
な
ん
で
す
。
親
を
楽
に
し
て
や

ヽ
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り
た
い
。
今
ま
で
の
吉
労
に
恩
返

し
を
し
た
い
と
一言
つ
思
い
が
吉
し

い
練
習
を
耐
え
さ
せ
、
向
上
心
を

生
む
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

１
石
山
さ
ん
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
が

通
っ
て
い
る
有
名
な
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
先
生
が
鳥
取
に
居
ら
れ
る
よ

う
で
す
ね
。

石
山
＝
ワ
ー
ル
ド

・
ウ
イ
ン
グ
の

小
山
裕
史
先
生
と
言

い
ま
し
て

．
初
動
負
荷
理
論
，
と
い
う
革
命

的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
を

実
践
し
て
い
る
方
で
す
が
、
全
国

の
多
く
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
達

が
来
て
い
ま
す
。
オ
リ
ッ
ク
ス
の

藤
井
選
手
が
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
時

代
か
ら
先
生
の
指
導
を
受
け
て
い

た
の
で
す
が
、
イ
チ
ロ
ー
選
手
も

希
望
し
て
通

い
始
め
た
よ
う
で

す
。
今
で
は
す

っ
か
り
小
山
先
生

左から高橋 宏 石山 建一 大石 巌 上田尚亮 石田 愕之

に
心
酔
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
先

生
の
処
に
は
．
イ
チ
ロ
ー
選
手
の

秘
密
特
訓
の
秘
蔵
の
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
，
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
る

と
剣
の
達
人
が
師
範
代
を
相
手
に

真
剣
勝
負
の
様
な
形
相
で
切
り
か

か
っ
て
い
く
姿
を
見
る
よ
う
で
あ

り
ま
し
た
。
小
山
先
生
が
バ
ッ
ト

の
先
を
イ
テ
ロ
ー
選
手
に
突
き
つ

け
な
が
ら
．
後
ず
さ
り
す
る
。
そ

れ
を
目
掛
け
て
イ
チ
ロ
ー
選
手
は

小
走
り
に
バ
ッ
ト
を
振
る
。
次
々

と
聖
っ
て
く
る
敵
を
素
早
く
切
り

倒
し
て
行
く
よ
う
な
感
じ
に
見
え

ま
し
た
。
画
面
に
写

つ
て
い
る
イ

チ
ロ
ー
の
姿
は
ま
る
で
．
剣
豪

・

宮
本
武
蔵
”
は
こ
う
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
連
想
さ
せ
る
も
の

で
し
た
。
全
身
に

一
部
の
隙
も
無

く
日
標
に
シ
ッ
カ
リ
と
狙
い
を
決

め
、　
志
を
外
さ
ず
打
ち
抜
く
ぞ

と
い
う
気
迫
に
満
ち
た

一
振
り

一

振
り
に
見
え
た
。
　
ま
さ
に
そ
れ

は
、
「
一
打

一
生
」
が
掛
か

つ
て

い
る
よ
う
な
鬼
気
せ
ま
る
迫
力
だ

っ
た
ん
で
す
。

１
７８
期
の
石
丼
で
す
が
　
石
山
さ

ん
に
質
問
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の

プ
ロ
野
球
で
は
ｍ
Ｋ

ｍ
の
球
が
速

い
と
思
え
る
が
、
大
リ
ー
グ
で
の

・５６
Ｋ

ｍ
の
球
が
そ
れ
ほ
ど
速
い
と

思
え
な
い
の
は
ど
う
し
て
な
ん
で

て
、
こ
れ
は
良
い
、
こ
れ
は
悪
い

と
選
択
す
る
の
を
驚
き
の
表
情
で

見
て
い
た
と
言
う
。
ブ
ー
ン
選
手

は
今
も
っ
て
音
を
聞
い
て
の
選
択

は
分
か
ら
な
い
と
の
事
で
あ
る
。

＝
今
回
は
大
リ
ー
グ
ヘ
の
開
拓
者

で
あ
る
野
茂
投
手
の
話
題
も
出
た

が
次
回
に
譲
る
事
と
し
ま
す
。

最
後
に
静
高
野
球
部
の
現
状
で

あ
る
が
残
合
な
が
ら
春
の
選
抜
大

会
へ
は
出
ら
れ
な
い
が

，
年
生
に

素
材
の
良
い
選
手
が
多
く
来
年
は

期
待
で
き
る
と
言
う
。
ま
た
И
周

年
の
記
念
事
業
に
お
願
ｏ
し
た

い
。
室
内
練
習
場
を
作
っ
て
頂
く

事
で
す
。
最
近
の
新
設
枝
に
も
あ

る
室
内
練
習
場
が
こ
れ
だ
け
の
歴

史
の
あ
る
高
校
に
な
い
の
は
残
念

で
あ
る
。
特
に
雨
の
時
の
練
習
に

支
障
を
来
す
。
晴
天
の
時
に
は
他

の
ク
ラ
ブ
が
使
う
事
が
出
来
る
ウ

ェ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
設
備
が

あ
れ
ば
尚
更
良
い
の
で
は
な
い

か
。
放
送
設
備
や
監
督
室

（遠
征

し
て
来
て
く
れ
た
他
校
と
の
情
報

交
換
が
出
来
る
）
も
出
来
た
ら
作

つ
て
や
り
た
い
。
野
球
が
強
く
な

っ
て
貰
う
た
め
に
は
環
境
整
備
を

心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。
本
日
は
、
皆
さ
ん
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
¨

|

一
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Ｒ
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つ

t

す
か
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石
山
―
そ
れ
は
大
リ
ー
グ
の
選
手

の
打
撃
の
始
動
が
速
い
か
ら
そ
う

見
え
な
い
ん
で
す
。
日
本
の
プ
ロ

野
球
の
選
手
は
球
が
出
て
か
ら
動

き
出
す
と
い
う
バ
ッ
ク
ス
イ
ン
グ

の
始
動
の
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た

め
差
し
込
ま
れ
る
事
が
多
い
。
そ

れ
は
死
球
に
も
連
し
ま
す
。
イ
チ

ロ
ー
選
手
や
巨
人
の
高
橋
選
手
は

速
い
球
に
合
わ
せ
て
待
つ
の
で
ど

ん
な
ホ
種
に
も
対
応
で
き
る
と
言

え
る
。
ま
た
大
リ
ー
グ
ボ
ー
ル
は

規
定
の
中
で
最
も
大
き
い
球
を
使

い
、
日
本
で
は
規
定
の
中
で
小
さ

い
球
を
使
っ
て
い
る
事
に
も
言
え

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
イ
チ
ロ
ー

選
手
の
用
意
周
到
な
所
は
四
年
前

か
ら
大
リ
ー
グ
ボ
ー
ル
を
練
習
に

つ
か
つ
て
い
る
事
で
す
。
そ
の
時

か
ら
大
リ
ー
グ
を
視
野
に
入
れ
た

菫
惜
を̈
し
て
い
た
事
に
な
る
。
イ

チ
ロ
ー
選
手
が
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
選

手
達
に
影
響
を
与
え
た
事
は
数
多

く
あ
る
と
思
う
。
主
軸
を
打
っ
た

ブ
ー
ン
選
手
は
過
去
六
年
間
で
■

割
五
分
し
か
打
て
な
か
っ
た
の
に

イ
チ
ロ
ー
選
手
の
流
し
打
ち
を
見

て
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
三
割
三
分

一

座
．
打
点
・４‐
を
上
げ
た
。
ま
た
彼

は
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
何
本
か
の
パ

ッ
ト
を
手
で
た
た
い
て
音
を
開
い

ヽ
ヽ_
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第
２３
回

即
高
会
ゴ
ル
フ
会

６
月
Ｈ
日

（月
）

箱
根
カ
ン
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
者
…
１５
名

優
勝
…
佐
野
　
旭

（“
珊
）

２
位
‥
松
永
秀
夫

一７７
期
）

３
位
…
岩
瀬
順
郊

（“
畑
）

一
つ

ひ
ら

の

の
数

え
歌

∞
期
　
安
日
　
正
之

昭
和
十
年
代
の
後
半
．
母
校
に

在
職
し
て
お
ら
れ
た
先
生
方
に
奉

っ
た

「渾
名
」
の
数
え
歌
．
も
う

六
十
年
も
音
の
事
で
怪
し
い
所
も

あ
る
の
で
．
ど
な
た
か
覚
え
て
お

ら
れ
た
ら
補
足
訂
正
．
ご
教
示
下

さ
い
。

〇

一
ツ
　
平
野
の

「蒋
介
石
」

顔
か
た
ち
が
当
時
の
敵
の
大
将
に

そ
っ
く
り
だ
つ
た
軍
事
教
練
の
中

尉
ド
ノ
．
雨
の
日
の
授
業
で
、
黒

板
に
片
仮
名
で

「テ
ッ
ポ
ー
」
と

書
か
れ
た
の
が
印
象
に
残
つ
て
ｏ

る
。
自
ら
を
先
生
と
呼
び

「平
野

先
生
が
来
い
と
言

っ
た
ナ
レ
バ

ー
」
な
ど
と
言
わ
れ
た
。

〇

二
ツ
　
藤
岡

「
ク
リ
ッ
パ
」

ま
だ
若
か
っ
た
の
に
、
見
事
な
栗

色
の
頭
の
テ
ッ
ペ
ン
だ
っ
た
。
当

時
の
ク
リ
ッ
パ
ー
と
言
う
快
速
帆

船
だ
っ
た
か
飛
行
艇
だ
っ
た
か
が

あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
そ

れ
を
も
じ
つ
た
も
の
か
も
知
れ
な

い
。
精
惇
な
感
じ
で
地
理
を
世
当

さ
れ
た
。

〇

三
ツ
　
三
上
の

「朝
鮮
」
人

風
貌
か
ら
付
ｔ
た
物
だ
と
思
う
。

ｔ

担
当
は
数
学
だ
っ
た
が
、
何
か
の

時
颯
爽
と
軍
服
を
着
て
こ
ら
れ

た
。
胸
に
金
需
勲
章
が
光
り
、
軍

事
教
官
の
人
達
の
も
の
よ
り
等
級

が
上
だ
っ
た
。

〇

四
ツ
　
ー

ー

思
い
出
せ
な
い
。

〇

五
ツ
　
丼
沢
の

「鼻
眼
鏡
」

国
語
決
文
。
今
に
も
ズ
リ
落
ち
そ

う
な
眼
銃
越
し
に
、
上
目
使
い
て

生
徒
を
見
な
が
ら
話
を
さ
れ
た
。

洒
脱
な
感
じ
が
し
た
記
憶
が
あ

る
。
〇

六
ツ
　
村
上

「象
」
の
鼻

少
し
猫
背
の
巨
体
が
、
コ
ト
コ
ー

と
机
間
を
回
っ
て
図
画
の
指
導
を

さ
れ
た
。
生
徒
が
道
具
を
忘
れ
て

き
た
時
の

「ホ
ー
ラ
、
ホ
ラ
ホ
ラ

ま
た
忘
れ
物
」
が
口
癖
。

Ｏ

ｔ
ツ
　
楢
崎

「扇
風
機
」

校
長
先
生
に
敬
礼
、
頭
ア
中
―

の
号
令
に
答
え
て
、
挙
手
の
礼
が

左
か
ら
右
に
、
あ
た
か
も
扇
風
機

の
首
が
回
る
よ
う
に
、　
一
定
の
ゆ

っ
く
り
し
た
速
度
で
珈
度
く
ら
い

旋
回
し
た
。
毎
朝
の
朝
礼
で
私
達

は
扇
風
機
に
故
礼
し
、
そ
の
風
を

受
け
て
い
た
。

〇

八
ツ
　
山
下

「流
線
」
型

「あ
ご
な
し
」
と
言
わ
ず
に

「リ

ユ
ー
セ
ン
」
と
洒
落
た
と
こ
ろ
に

時
代
を
感
じ
る
。
汽
車
で
も
自
動

車
で
も
流
線
型
が
大
は
や
り
だ
っ

た
。
当
時

の
鉄
道
唱
歌
に
も

「流
線

一
路
富
士
、
桜
」
と
あ
る
。

担
当
は
英
語
．
石
鳥
居
の
近
く
に

お
住
ま
い
が
あ
っ
た
。

〇

九
ツ
小
池
の

「
ツ
ポ
」
の
口

と
に
か
く
真
面
目
な
方
だ
っ
た
。

黒
板
に
小
さ
く
几
帳
面
に
数
式
を

書
き
、
キ
チ
ン
と
定
規
で
線
を
引

か
れ
た
。
ツ
ボ
形
の
日
を
尖
ら
せ
．

下
か
ら
顎
に
普手
を
当
て
て
、
少
し

こ
ま
っ
た
よ
う
な
顔
で
よ
く
言
わ

れ
た
。
「
こ
ん
な
事
が
分
か
ら
ん

よ
う
じ
ゃ
、
つ
ま
ら
ん
ゾ
」

０

十
ツ
ー

ー

恐
ら
く
、
中
村
ト
ウ
平
先
生
だ
っ

た
と
思
う
の
だ
が
．
文
句
を
思
い

出
せ
な
い
。

こ
の
ほ
か
に
も

「渾
名
」
の
あ
る

先
生
は
、
著
名
な
ブ
ー
カ
ン
や
マ

ン
ジ

ュ
ウ
を
は
じ
め
ド
ン
チ
ュ

ウ
、
イ
ビ
ツ
、
オ
ジ
ョ
ウ
サ
ン
な

ど
な
ど
沢
山
お
ら
れ
た
が
数
に
で

き
な
い
か
語
呂
が
悪
い
か
で
．
こ

の
数
え
歌
に
は
入
ら
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
こ
の
頃
か
ら
戦
争
は
苛
烈
に
成

り
、
枝
内
も
日
を
追
つ
て
●̈
伐
と

し
た
軍
事

一
色
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
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園
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い
ぶ

実
し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
活
躍
は
誠

に
嬉
し
い
。
あ
と
十
年
で
如
何
に

プ
ラ
ス
ワ
ン
の
能
力
を
見
出
す

か
、
最
後
ヒ
諦
め
す
．
相
手
よ
り

勝
ち
た
い
心
の
強
さ
を
ど
う
作
る

か
楽
し
み
で
あ
る
。
地
元
開
催
の

利
、
大
サ
ポ
ー
タ
ー
の
応
援
を
最

大
限
パ
ワ
ー
に
活
か
し
、
本
大
会

予
選
を
突
破
し
、
決
勝
大
会
進
出

を
期
待
し
た
い
。
日
本
サ
ッ
カ
ー

の
急
成
長
に
は
、
多
く
の
関
係
者

の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
初
め
、
少

年
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
育
成
、
プ
ロ

化
．
Ｊ
リ
ー
グ
創
設
、
ビ
ッ
チ
整

備
開
発
ほ
か
種
々
の
好
条
件
の
積

み
重
ね
の
成
果
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
背
景
に
日
本
が
長
く
平
和
を

堅
持
し
経
済
的
．
社
会
的
発
展
の

国
つ
く
り
を
成
し
遂
げ
て
き
た
事

を
忘
れ
る
事
は
で
き
な
い
。

過
日
の
新
開
に
次
の
記
事
が
あ

っ
た
。
「
９４
年
米
国
大
会
で
、
ク

リ
ン
ト
ン
前
大
統
領
は
模
拶
で

『
ル
ー
ル
は
僅
か
１
条
ビ
言
葉
は

違
っ
て
も
ボ
ー
ル
を
介
し
て
意
志

が
通
じ
る
。
サ
ッ
カ
ー
は
世
界
を

結
ぶ
共
通
の
言
葉
だ
」
と
」
ま
た
、

９１
年
ワ
ー
ル
ド
ユ
ー
ス
選
手
権

に
．
南
北
分
断
さ
れ
た
朝
鮮
半
島

の
統

一
チ
ー
ム
が
参
加
．
蟷
年
Ｗ

杯
で
は
、
永
年
対
立
し
て
い
た
米

国
と
イ
ラ
ン
が
同
じ
ビ
ッ
チ
に
立

っ
た
。
ス
ゥ
エ
ー
デ
ン
の
国
会
議

員
、
一フ
ー
シ
ュ
ー
ク
ス
タ
フ
ソ
ン

氏
は

一こ
れ
ま
で
な
ん
と
も
政
治

や
歴
史
、
民
族
の
ひ
び
割
れ
を
埋

め
て
き
た
。
サ
ッ
カ
ー
に
は
陛
界

を
束
ね
る
強
い
力
が
あ
る
」
と
言

い
、
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
候

補
に
、
サ
ッ
カ
ー
を
ノ
ミ
ネ
ー
ト

し
た
と
。
や
は
リ
サ
ッ
カ
ー
は
素

晴
ら
し
い
。
Ｗ
杯
は
凄
い
。
そ
し

て
平
和
は
尊
い
。
テ
ロ
が
無
く
、

Ｗ
杯
が
安
全
に
予
定
通
り
開
催
さ

れ
る
事
を
祈
る
。
Ｗ
杯
は
．
我
が

国
の
経
済
、
社
会
、
文
化
に
数
多

く
の
好
足
跡
を
残
す
事
と
思
う
。

六
＋
を
過
ぎ
、
人
生
を

一
回
り
し

た
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
人
生
を
歩
き

な
が
ら
世
の
中
に
少
し
だ
け
で

も
、
何
か
お
返
し
を
し
な
が
ら
暮

ら
せ
た
ら
い
い
な
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
今
も
っ
て
実
現
出
来
ず

に
お
り
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

最
近
、
極
些
細
な
事
で
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
と
言
う
の

も
生
事
の
監
督
官
庁
の
長

（大
巨
）

に
同
期
の
遠
山
さ
ん
が
な
り
、
お

ま
け
に
密
か
に
計
画
し
て
ｏ
た
約

四
十
年
か
け
、
蒐
集
し
た
も
の
を

展
示
出
来
る
小
さ
な
博
物
館
を
つ

く
り
、
そ
の
館
長
を
し
な
が
ら
過

ご
す
の
が
，
さ
さ
や
か
な
夢
で
あ

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
遠
山
さ
ん

は
、
す
で
に
西
洋
美
術
館
や
日
立

博
物
館
の
館
長
も
さ
れ
た
由
。
本

当
に
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
、
し
か

し
、
こ
ん
な
事
で
落
ち
込
ん
で
い

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
大
体
比
較
す
る
の
が
間
違
い

だ
、
と
女
房
に
た
し
な
め
ら
れ
る

始
末
、
誠
に
お
恥
ず
か
し
い
極
み

で
す
。
と
こ
ろ
で
現
在
の
仕
事
は
学
校

で
は
余
り
得
意
で
は
な
か
っ
た
科

学
の
技
術
振
興
の
為
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。地
球
は
宇
宙
に
属
す
。
そ
の
宇

宙
も
何
千
億
も
存
在
す
る
。
そ
の

中
の
一
つ
の
宇
宙
が
百
五
十
億
光

年
の
広
さ
が
あ
り
、
そ
の
中
に
何

億
の
銀
河
が
あ
り
、
そ
の
ま
た
銀

河
の
ひ
と
つ
の
中
に
何
千
億
の
星

が
あ
り
そ
の
星
の

一
つ
が
地
球
で

あ
る
。
そ
の
中
に
人
が
お
り
、
そ

の
人
が
科
学
の
幾
つ
か
を
発
見
し

て
い
る
。
二
十
世
紀
は
科
学
の
発

展
で
偉
大
な
進
歩
を
と
げ
．
二
十

一
世
紀
も
限
り
な
く
科
学
技
術
は

発
展
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
■
大

な
宇
宙
に
は
人
間
に
は
考
え
ら
れ

な
い
広
が
り
の
空
間
が
あ
り
、
そ

の
中
で
の
今
ま
で
の
科
学
の
発
見

は
砂
浜
の
中
の
砂
よ
り
も
は
る
か

に
小
さ
い
事
で
あ
る
と
人
間
は
気

０２
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ

開
催
に
想
う

６７
期
　
小
杉
　
弘

来
年
が
実
に
待
ち
遠
し
い
。
７０

歳

・
古
希
を
迎
え
る
事
で
は
な

い
。
ア
ツ
ア
で
初
め
て
、
し
か
も

日
本
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
大
会

（
Ｗ
杯
）
が
開
催
さ
れ
る
。
１５
歳

の
中
学
３
年
の
初
夏
。
一誘
わ
れ
て

何
気
な
く
入
部
、
サ
ッ
カ
ー
を
始

め
た
。
そ
の
頃
は
、
ア
式
蹴
球
と
言
い

現
在
と
比
べ
れ
ば
化
石
時
代
の
サ

ッ
カ
ー
で
あ
る
。
し
か
し
サ
ツ
カ

ー
の
魅
力
と
奥
の
深
き
、
面
白
さ

に
収
り
付
か
れ
、
５４
年
が
過
ぎ
る
。

中
学
、
高
校
、
大
学
、
社
会
人
、

い
つ
も
身
近
に
サ
ツ
カ
ー
が
あ
り
、

私
の
人
生
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

っ
た
，
Ｗ
杯
と
い
え
ば
、
サ
ッ
カ

ー
の
世
界

一
を
決
め
る
代
一名
詞
．

４
年
に

一
度
開
催
す
る
。
サ
ッ

カ
ー
フ
ア
ン
に
は
Ｗ
杯
が
リ
ア
ル

に
観
戦
出
来
る
事
は
こ
の
上
な
い

歓
び
で
あ
り
．
夢
の
様
で
あ
る
。

来
年
５
月
３
日
、
日
韓
共
催
で
開

催
す
る
。
世
界
各
地
の
プ
ロ
ッ
ク

テ
選
を
勝
ち
進
ん
だ
３
ヶ
国

・
地

域
の
代
表
デ
ー
ム
が
６４
試
合
を

一

ヶ
月
月
余
掛
け
て
戦
う
。
９４
年
大

会
は
米
国
、
％
年
大
会
は
フ
ラ
ン

漱

恣ヽ
蒻
”
図
関

照
線
一錮
圏
腱
一蘭
∞
”
Ｍ
いヽ
∞
撚
一窓
¨

人
生

一
回
り
し
て
想
う

７３
期

奥
村
　
至
朗

ス
で
行
わ
れ
た
。
多
く
の
試
合
を

テ
レ
ビ
で
見
て
き
た
。
時
差
で
連

日
深
夜
の
放
映
に
、
寝
不
足
が
続

い
た
事
を
思
い
出
す
。
ど
の
試
合

も
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
テ
ー
ム
の

競
い
合
い
。
技
術
、
ス
ピ
ー
ド
、

体
ヵ
、
精
和
力
、
戦
術
、
戦
略
な

ど
全
て
超

一
流
。
試
合
は
迫
力
の

連
続
の
中
に
華
麗
さ
が
流
れ
る
。

随
所
に
興
奮
と
感
動
を
受
け
た
。

フ
ラ
ン
ス
大
会
は
、
米
国
大
会

よ
り

一
段
と
サ
ッ
カ
ー
が
進
歩
、

洗
練
さ
れ
て
い
た
。
地
元
フ
ラ
ン

ス
が
優
勝
、
世
界
の
覇
者
に
な
っ

た
。
そ
し
て
四
年
、
来
年
の
Ｗ
杯

は
さ
ら
に
素
晴
ら
し
い
試
合
が
見

ら
れ
る
と
思
う
。
「サ
ッ
カ
ー
は

芸
術
で
あ
る
」
と
言
う
。
し
年
Ｗ

杯
は
ど
ん
な
芸
術
的
サ
ッ
カ
ー
が

見
ら
れ
る
か
楽
し
み
で
あ
る
．
さ

っ
と
さ
ら
に
大
き
な
皿
箸

と̈
感
動

と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。
単

一
種
自
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は

Ｗ
杯
が
世
界
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

あ
ろ
う
。
現
在
の
競
技
人
口
は
二

億
五
十
万
人
を
超
え
る
。
０２
年
曰

ギ
共
催
Ｗ
杯
は
．
延
べ
二
億
人
余

が
見
る
と
言
わ
れ
る
。

日
本
サ
ッ
カ
ー
は
近
年
著
し
く

成
長
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
急
迫
し
て
い
る
。
代
表
テ
ー
ム

は
、
”
年
大
会
に
続
き
二
度
目
の

Ｗ
杯
出
場
を
す
る
。
こ
の
処
国
際

経
験
も
回
を
重
ね
、
総
合
力
が
充

(

ヽ_

に
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づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
然

を
畏
敬
す
る
心
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

ゲ
ー
テ
が
計
の
中
で
．
あ
ま
り

広
す
ぎ
て
幾
ば
く
も
な
く
、
と
詩

っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
事
で
し

ょ
う
。
そ
う
し
て
考
え
て
見
る
と

人
は
も
っ
と
自
然
の
中
で
ゆ
っ
く

り
と
豊
か
な

（こ
の
豊
か
な
は
．

ビ
ル

・
ゲ
イ
ツ
一
人
の
財
産
が
．

韓
回
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
に
匹
敵
す
る
価
値

で
は
な
く
）
自
然
な
心
を
も
つ
て

過
ご
し
て
行
く
べ
き
で
は
な
い
か

と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
の
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
か

か
っ
た
時
．
人
々
に
た
い
し
て

「私
は
人
生
の
日
没
に
向
い
て
第

一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い

る
」
と
言
っ
た
言
葉
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
が
、
六
十
を
過
ぎ
た
我
々

に
残
っ
た
時
間
は
そ
ん
な
に
長
く

な
い
事
を
知
る
必
要
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
そ
う
し
て
み
る
と
仕

事
に
区
切
り
が
つ
い
た
ら
、
そ
ろ

そ
ろ
、
効
率
と
物
質
の
量
の
生
活

か
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
と

心
の
ゆ
と
り
の
生
活
に
移
っ
て
も

良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

理
想
に
思
え
る
国
は
渡
辺
京
二

著

「逝
き
し
世
の
面
影
」
に
著
さ

れ
た
国
で
あ
る
が
．
そ
れ
が
望
み

得
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
せ
め
て
、

子
に
退
え
る
、
土
に
還
え
る
の
気

持
ち
の
国
の
中
で
過
ご
し
た
い
。

生
活
と
も
お
別
れ
し
、
よ
う
や
く

自
分
の
時
間
を
持
て
る
様
に
な
っ

た
今
日
こ
の
頃
で
す
。
同
窓
会
と

か
同
期
会
と
か
県
大
会
と
か
今
ま

で
不
義
理
を
し
て
い
た
会
に
出
席

出
来
る
様
に
な
り
、
よ
う
や
く
人

間
ら
し
さ
と
言
い
ま
す
か
．
大
袈

業
に
い
え
ば
、
こ
の
Ｌ
に
生
ま
れ

て
き
た
意
義
と
言
い
ま
す
か
使
命

の
様
な
も
の
を
感
じ
る
様
に
な
り

ま
し
た
。
孔
子
の
言
葉
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が

「五
十
に
し
て
天
命
を

知
る
」
「六
十
に
し
て
天
命
を
知

る
」
と
一■
つ
訳
で
す
。

国
民
体
育
大
会
の
静
同
大
会

が
平
成
十
五
年
に
開
催
と
か
。
私

が
高
校
生
の
頃
、
何
回
日
か
の
国

民
大
会
が
訂
同
で
あ
り
、
初
口
．

マ
ス
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
早
い
も
の
で
も
う
曰

本
を

一
回
り
し
て
、
又
静
同
大
会

と
言
う
事
で
す
。
ほ
ん
の
昨
口
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
何
十
年
か

が
風
光
の
彼
方
に
消
え
去
り
、
そ

し
て
又
新
し
い
時
代
が
芽
生
え
て

く
る
も
の
で
す
。
今
の
Ｌ
の
中
．

世
界
も
又
日
本
も
大
変
な
時
期
を

向
か
え
て
お
り
ま
す
。
凶
果
は
め

ぐ
る
も
の
で
す
。
企
業
は
つ
ス
ト

ラ
ば
や
り
で
日
先
の

「利
」
の
み

を
追
い
か
け
今
ま
で
の
経
昔
者
と

し
て
の
責
任
は
ど
こ
か
に
置
い
て

弱
い
者
い
じ
め
を
し
て
い
る
様
に

し
か
見
え
な
い
最
近
の
企
業
活
動

で
す
。
企
業
の
社
会
的
責
任
は
ど

こ
に
消
え
た
の
で
し
ょ
う
。
「利

は
義
の
和
」
「義
は
利
の
元
」
と

言
わ
れ
る
ま
す
様
に

「利
」
と
は

何
か
を
原
点
に
戻
っ
て
考
え
る
時

で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

「盈
つ
る
は
欠
く
る
の
兆
」
と

易
経
に
あ
り
ま
す
。
い
つ
も
満
月

ば
か
り
が
続
く
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
も
又
、
因
果
の
中
で
動

く
も
の
。
原
因
が
あ
っ
て
結
果
が

あ
る
も
の
で
す
。
努
力
無
く
し
て

成
果
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
何
が

大
切
か
．
又
大
事
か
．
そ
れ
は
人

間
の
誠
の
心
で
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
日
本
民
族
は
古
代
か
ら
よ
き
自

然
の
中
で
育
ま
れ
．
そ
し
て
自
然

の
中
か
ら
よ
り
良
き
感
性
を
磨
き

伝
統
と
文
明
文
化
を
大
切
に
し
て

来
た
民
族
と
思
う
。
そ
れ
が
ど
う

で
し
ょ
う
。
そ
の
日
本
の
よ
き
魂

は
ど
こ
に
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
国
民

一
人

一
人
が
今

こ
そ
原
点
に
戻
り
日
本
と
一言
つ
国

に
、
そ
し
て
又
こ
の
地
求
に
感
謝

し
て
．
今
出
来
る
事
を
国
民
が

一

人

一
人
の
責
任
で
行
動
を
お
こ
す

時
で
あ
り
ま
す
。
目
主
独
立
の
精

神
と
責
任
。
自
分
勝
手
な
自
由
主

義
で
は
な
く
、
お
互
い
の
心
を
記

め
合
う
愛
が
必
要
な
時
で
す
。
そ

れ
を
日
本
民
族
は
出
来
る
の
で

す
。
そ
う
言
っ
た
意
味
で
も
こ
の

薇
な
同
窓
会
が
盛
大
に
活
発
に
な

る
こ
と
も
そ
の
手
助
け
の
一
つ
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
我
々

７４
期
生
も
元
気
で
頑
張
っ
て
お

り
ま
す
。
地
元
で
も
７４
期
会
が

盛
大
に
や
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今

年
の
七
月
四
日
に
は
、
関
東
、
地

元
と
合
同
の
同
期
会
を
、
昼
は
ゴ

ル
フ
、
夜
は
懇
親
会
と
大
勢
の
同

期
が
集
ま
り
、
学
生
時
代
の
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
再
会
を
誓

っ
た
の
で
し
た
。
今
年
は
東
海
道

四
百
年
祭
と
言
う
事
で
色
々
な
行

事
が
県
下
の
地
域
で
く
り
広
げ
ら

れ
た
様
で
ず
。

こ
の
年
に
な

っ
て
初
め
て
開

く
事
、
又
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

県
下
の
歴
史
を
、
誠
に
懐
か
し
く

思
う
次
第
で
す
。
「ふ
じ
の
く
に
」

の
会
も
今
年
で
八
回
日
と
言
う
事

で
私
も
何
回
か
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
石
川
知
事
を
初
め
．

県
の
幹
部
の
人
達
と
の
交
流
会
も

盛
大
で
、
ふ
る
里
を
離
れ
た
人
に

と
つ
て
、
誠
に
良
き
場
で
あ
り
、

改
め
て
静
岡
県
の
良
さ
を
知
る
事

の
出
来
る
会
で
あ
り
ま
す
。

益
々
、
静
中

・
静
高
関
東
同

窓
会
の
発
展
は
勿
論
の
事
．
静
同

県
人
会
、
ふ
じ
の
く
に
の
会
も
同

じ
様
に
発
展
す
る
事
を
期
待
し
ま

す
。
静
岡
県
人
会
連
絡
先

〓
女
形
ま
で

ＴＥＬ

“

・
３
４
３
２

・
３
４
３
３

静
中

・
静
高
関
東
同
窓
会
も
二

十

一
世
紀
に
向
か

っ
て
新
し
い
発

展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

還
暦
も
過
ぎ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

ｔ

な
ぜ
な
ら
Ｆ
我
々
は
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
イ
ジ
で
は
、
人
々
の
お
世
話

に
な
り
．
セ
カ
ン
ド
ス
テ
イ
ジ
で

は
必
死
に
な
っ
て
働
い
た
。
せ
め

て
サ
ー
ド
ス
テ
イ
ン
で
は
時
間
に

絆
ら
れ
な
い
自
由
な
心
と
健
康
な

体
で
お
金
に
換
え
ら
れ
な
い
心
に

ゆ
と
り
を
持
つ
て
．
美
味
し
い
魚

と
お
茶
の
夕
鋼
が
何
よ
り
満
足

と
、
年
を
取
っ
て
も
、　
一
人
に
な

っ
て
も
、
大
切
に
思
え
る
人
、
思

つ
て
く
れ
る
人
の
い
る
、
笑
い
あ

つ
て
、
朗
ら
か
に
過
ご
せ
る
、
出

来
る
な
ら
、
無
財
の
七
施
と
一一一０
つ

が
、
せ
め
て
工
施
、
優
し
い
眼
差

し
、
顔
、
言
葉
、
心
と
身
を
も
っ

て
．
ほ
ん
の
少
し
で
も
世
の
中
に

お
返
し
を
心
掛
け
な
が
ら
生
き
れ

る
人
生
を
送
り
た
い
。
そ
し
て
．

も
し
も
、
９０
歳

（親
父
が
”
歳
で

健
在
）
を
過
ぎ
る
事
が
許
さ
れ
る

な
ら

『色
　
先
工　
生
　
自
　
在
』

の
中
で
行
き
た
い
。
人
生

一
回
り
、

年
を
と
り
ま
し
た
か
ね
え
。
皆
様

も
お
元
気
で
。

隧
餞ふ
る
里
に
よ
せ
て

７４
期
　
藤
原
　
経
史
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五
六
期
　
同
期
会

一カ
■
　
清
水
　
逸
郎

我
等
６４
期
在
京
生
に
と
っ
て
、

今
年
は
実
に
重
大
な
年
で
あ

つ

た
。
会
の
中
心
人
物
で
あ
り
貴
重

な
存
で
あ
っ
た
世
話
人
代
表
の
名

渡
倉
四
郎
君
が
、
去
る
五
月
十
七

日
午
前
■

〓
時
永
眠
さ
れ
た
。
借

し
ん
で
も
惜
し
ん
で
も
悔
や
ま
れ

る
事
で
あ
る
。
思
い
起
こ
せ
ば
昭

和
三
十
三
年
新
宿
楽
楽
で
の
在
京

同
期
会
発
会
以
来
実
に
四
十
三
年

間
、
会
合
の
手
配
．
同
窓
会
の
会

報
原
稿
作
成
は
序
の
口
で
同
期
生

は
勿
論
、
後
輩
の
悩
み
事
、
争
い

事
．
結
婚
、
離
婚
．
就
職
、
人
の

紹
介
等
々
を
物
心
両
面
に
二
り
本

当
に
良
く
面
倒
み
て
く
れ
ま
し

た
．本
年
、
春
の
叙
勲
で
勲
四
等
瑞

常
章
の
栄
首
に
０
き
．
宮
中
に
奥

様
と
参
内
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
た
の
に
．

二
月
十
四
日
、
同
期
の
桜
＋

一

男
君
．
母
狡
同
窓
会
長
就
任
祝
い

に
静
岡
へ
行
き
．
激
励
の
挨
拶
を

し
た
後
、
体
詞
を
崩
し
、
入
院
―

帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

奥
様
は

「主
人
は
完
全
に
計
算

し
尽
く
し
た
人
生
で
何
も
思
い
残

す
事
は
，
く
、
素
晴
ら
し
い
人
生

を
完
遂
し
た
と
言
わ
れ
た
」
が
．

，
，
一
十
■
一●
・●
■
「
一■
２
一Ｒ
，

会
，
十
月
二
十
二
Ｂ

（火
）
牛
検

一
時
か
ら
〓
埓
筒
．
公
薔
メ
決
済

の
「ホ
テ
ル
東
京
」
で
闊
わ
れ
た
．

●
辛
じ
零

て
六
十
年
″
配
全

０
年
で
を

か
．
特
別
０
行
事
●

‥

力
●
た
．
出
鵞
■
″■

青
木

良
Ｘ

石
塚
日
離
．
夫
瞬
Ｂ
俊
・Ａ

真
露

川
饉
■

北
特
預

帝

永
一燿
郎
．
竹
筵
大
〓

茂
口
六

雪̈

画
見

＾

藪
憶
確
モ

憲
原
文

辛
．
牧
大
勝
一
一
松
口
一
郎
．
職

霧
建
０
十
二
名
．
停
同
か
ら
は
山

口
″
也
着
″
参
珈
し
て
く
ヽ
た
．

こ
０
一
筆
め
間
に
回
東
班
区
で

は
二
●
口
栄
君
´
一月
日
茉
君
が
亡

，

ら
れ
た
０
で
ご
〓
椰
，
新
●

て
黙
，
●
２

●
●
″
＾
ヽ
”
一
”
は
．

荻
原
君
の
要
響
と
態
０
査
鰊
に
よ

る
籠
杯
で
始
ｔ
●
た
．
最
初
ｒ
Ш

田
■
か
ら
静
田
あ
理
状
に
０
い
て

の
藩
メ
３
●
た
．
そ
れ
，
ち
●

〓
●
■
´
集
ま
う
て
い
る
い
る
と

話
，
●
●
た
．
今
年
●
夫
Ａ
■
テ

●
事
絆
の
技
だ
け
に
世
り
Ｆ
Ｏ
彎

菫
か
，
●
３
●
つ
い
て
″
適
颯
が

多
く
な
っ
た
．
そ
れ
に
０
け
て
も

同
し
よ
う
‘
３
●
，
生
さ

数
い
た
■
■
０

吾
十
有
五
に
し
て
学
に
志
し

三
十
に
し
て
立
ち

四
十
に
し
て
惑
わ
ず

二
十
に
し
て
一‐木前
を
知
る

六
十
に
し
て
耳
順
う

七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に

従
っ
て
、
矩
を
除
え
ず

と
言
う
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
た

が
．
さ
て
我
々
は
ど
の
様
な
心
構

え
で
現
代
の
乱
世
に
対
処
し
て
行

け
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
な
ど
と
話

し
合
っ
た
。
話
は
弾
ん
で
予
定
の

時
間
は
す
ぐ
に
終
わ
り
．
来
年
も

同
じ
会
場
で
同
じ
十
月
の
人
曜
口

の
二
十
二
日
に
再
会
す
る
事
を
約

し
て
散
会
し
た
。

六
四
期
　
同
期
会

“
「

野
沢
　
正
憲

小
生
等
と
し
て
は
、
別
れ
の
言
葉

を
交
わ
さ
す
に
昇
天
さ
れ
た
事
は

心
残
り
で
な
ら
な
い
。
今
で
も
竜

話
す
れ
ば

「”
沢
君
ど
う
し
ま
し

た
か
，
」

っ
て
気
軽
に
相
談
に
来

っ
て
く
れ
る
声
が
聞
こ
え
て
く
る

よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
彼

が
近

っ
て
同
期
会
も
大
変
林
し

い
。
今
は
唯
．
謹
ん
で
ご
冥
襦
を

折
る
と
伴
に
．
心
か
ら
京
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
戒
名
　
憲
章
院
清

山
道
規
・大
居
■
　
　
△
！
旱
．

七
月
七
日

（土
）
　

日
町
駅
前

の

「道
潅
か
か
り
」
で
十
六
時
よ

り
会
合
を
催
し
た
。
出
席
者
ニ
ー

ニ
名
、
・佐
野
ι
君
の
司
会
で
始
ま

り
．
新
し
い
参
加
者
、
高
野
宏
君

の
乾
杯
で
幕
が
あ
い
た
。
名
ル
君

の
奥
様
よ
り
の
差
し
入
れ
で

「黒

は
ん
ぺ
ん
」
と

「玉
悲
の
フ
ラ
イ
」

に
ア
ル
コ
ー
ル
が
加
わ
る
と
、
五

十
年
前
の
姿
に
一
直
線
。
例
の
ご

と
く
各
人
の
‘
況
報
告
。
子
供
辻

が
自
立
し
て
夫
婦
二
人
の
生
活
が

始
ま
り
．
孫
と
病
気
が
話
題
の
中

心
に
な
つ
て
来
た
．
皆
そ
れ
ぞ
れ

の
人
生
を
経
て
来
た
の
で
発
表
す

る
〓一［葉
に
感
心
納
得
す
る
が
特
に

印
象
深
い
話
題
を
拾

っ
て
見
る

と
、
蛭
川
庫
之
■

「毎
日
生
き
て

い
る
幸
せ
を
感
じ
て
ヽ
る
」
長
谷

川
直
和
君

年
賀
は^
が
き
の
抽
選
で
，
す
●ヨ

送
で
食
器
洗
浄
機
を
も
ら
つ
た
益

頭
尚
文
君

「静
岡
県
人
は
性
格
的

に
一
の
ん
び
り
し
て
い
る
、
い
い

か
げ
ん
と
言
う
言
葉
が
あ
る
が
気

候
温
暖
な
地
方
は
他
に
も
沢
山
あ

る
、
何
故
の
ん
び
り
出
来
た
か
は
、

ネ
海
道
と
い
う
街
道
が
あ
っ
た
か

ら
だ
。
一旅
人
の
足
で
あ
る
草
鮭
が

さ
れ
る
、
そ
の
単
性
を
編
む
の
で

も
多
少
い
い
加
減
な
草
履
で
す
ぐ

切
れ
て
も
旅
人
が
引
き
返
し
て
来

て
ド
文
句
を
言
わ
な
い
。
そ
し
て

日
伐
が
入
る
。
他
の
藩
で
は
、
か

な
ら
ず
藩
札
を
出
し
て
ヽ
る
。
こ

同

期

会

な

ど

,■

● |

t

■
ヽ
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・
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一
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れ
を
金
に
か
え
て
く
れ
と
申
し
出

る
と
大
体
十
分
に
ま
け
さ
せ
ら
れ

る
。
駿
河
の
回
は
日
俵
が
入
る
か

ら
藩
札
を
発
行
し
て
い
な
い
。
豊

か
な
処
だ
っ
た
の
で
何
を
や
つ
て

も

，
い
い
加
減
，
で
処
理
出
来
た

訳
。
久
し
振
り
出
席
の
望
月
担
君

「
二
０
●
０
年
中
に
東
海
大
地
震

が
く
る
。
と
予
報
し
た
が
不
発
．

矢
し̈
．
二
〇
〇
四
年
二
月
に
は
必

ず
発
生
す
る
、
各
々
方
、
油
断
め

さ
る
な
」
前
回
よ
り
出
席
の
佐
藤

弘
幸
君

「人
生
も
い
ま
い
ち
、
ゴ

ル
フ
も
い
ま
い
ち
」
塚
本
光
彦
君

「古
希
に
達
し
た
、
日
本
が
満
州

事
変
、
支
那
事
変
、
大
東
Ｉ
戦
争
、

そ
し
て
敗
戦
と
今
回
迄
病
気
せ
ず

に
元
気
で
生
き
て
い
ら
れ
る
の

は
、
両
親
と
妻
と
友
人
の
御
陰
と

感
謝
し
て
い
る
。
車
の
運
転
を
上

め
た
．
足
腰
を
設
え
て
再
度
ゴ
ル

フ
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
た
い
。
」
い

つ
も
こ
の
日
は
時
の
経
つ
の
が
ま

っ
た
く
早
く
定
刻
を
軽
く
オ
ー
バ

岩
本
吉
雄
君
の
円
会
の
Ｆ
。
鈴

木
明
郎
君
の
発
声
で
校
歌
斉
唱
し

て
帰
路
に
つ
い
た
。

出
席
者
は
前
記
の
他
、
杉
本
哲
、

仲
野
実
ギ
竹
内
豊
、
永
日
進

一
、

神
谷
武
男
ご
本
島
健
、
八
木
網
一ミ

柳
日
尭
、
山
本
和
彦
、
渡
辺
宏

三

村
上
嘉
代
二
、
松
島
玲
子
．

４

月

＾
）
甘
六

秋
の
コ
ル
フ
大
会

“
“
　
佐
野
　
旭

季
節
外
れ
の
寒
さ
と
大
雨
か
ら

一
在
明
け
た
１１
月
１１
日
、
伊
豆
大

仁
ＣＣ
に
２
名
が
葉
ま
り
．
第
３４

回
大
会
が
行
わ
れ
た
。
優
勝
は
渡

辺
進
式
君
．
グ
ロ
ス
８８
、
ネ
ッ
ー

■
で
ベ
ス
グ
ロ
賞
ニ
ア
ピ
ン
貰
と

共
に
二
賞
を
獲
得
。
「
こ
の
ス
コ

ア
ー
で
の
優
勝
は
不
本
意
だ
が
．

今
日
の
テ
ィ
は
殆
ど
が
バ
ツ
ク
テ

ィ
の
近
く
で
あ
っ
た
事
を
考
え
る

と
、
年
齢
の
割
に
は
■
か
っ
た
と

思
う
」
の
挨
拶
は
妙
に
説
得
力
が

あ
り
、　
一
同
ド
自
己
の
ス
コ
ア
ー

を
振
り
返
り
．
思
わ
ず
納
行
。
春

の
大
会
で
池
に
２
発
打
ち
込
み
を

が
ら
も
優
勝
を
さ
ら
つ
た
風
問
政

彦
君
、
今
回
も
朝
イ
テ
シ
ョ
ッ
ト

を
谷
に
落
と
す
も
気
は
落
と
さ

ず
、
徐
々
に
実
力
発
揮
、
ネ
ッ
ト

¨
差
で
■
優
勝
と
ニ
ア
ピ
ン
賞
を

も
の
に
す
る
。
今
回
初
参
加
の
佐

藤
弘
幸
君
、
不
調
な
が
ら
も
要
所

を
締
め
．
名
刺
代
わ
り
に
と
見
事

ニ
ア
ピ
ン
賞
。
そ
の
他
の
エ
ア
ピ

ン
賞
は
稲
森
照
男
若
、
村
上
嘉
代

二
君
、
大
石
次
男
兄

（
６１
期
）
、

姪
川
薔
之
君
．
岩
本
吉
雄
君
と
問

き
な
れ
た
名
前
の
人
辻
ば
か
り
。

”
の
塩
津
博
義
君
、
「ｍ
を
切
れ

ず
に
残
念
」
と
次
回
の
巻
き
返
し

昭
和
“
年
の
発
足
以
来
．
幹
事
と

し
て
物
心
両
面
に
亘
り
、
会
の
運

営
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
野
沢
止
憲

君
の
永
年
の
功
績
を
称
え
．
感
謝

の
記
念
盾
と
粗
品
が
パ
ー
テ
ィ
の

席
上
で
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
，

物
故
者
に
思
い
を
馳
せ
て
か

「長
生
き
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
」

と
の
挨
拶
に
は

「こ
れ
か
ら
も
つ

と
長
生
き
し
て
貰
わ
ん
と
」
と
相

も
変
わ
ら
ず
二
同
の
期
待
は
大
。

「来
年
は
ハ
ワ
イ
で
、
」
「ブ
レ
ー

後
宿
泊
し
て
運
転
手
も
飲
め
る
会

に
」
「
６６
期
か
ら
交
流
ゴ
ル
フ
の

話
が
あ
る
」
な
ど
な
ど
、
四
方
山

話
に
一
刻
を
過
ご
し
．
釣
瓶
落
と

し
の
秋
の
陽
光
を
背
に
家
路
に
つ

い
た
。
前
期
以
外
の
参
加
者
は
、

石
原
良
昭
、
伊
藤
剛
、
井
Ｌ
公
司
、

漆
畑
茂
、
漆
畑
輝
夫
、
小
沢
義
郎
、

神
谷
武
男
、
清
水
照
彦
兄
０１
期
、

鈴
木
高
保
、
時
田
勝
博
、
永
日
進

一
、
渡
辺
宏

一
、
佐
野
旭
．

付^
記
〉
Ｉ
　
小
沢
義
郎
君
か
ら
、

静
岡
市
と
ベ
ト
ナ
ム
フ
エ
市
と
の

交
流
の
架
け
橋
と
な
る

「計
同

・

フ
エ
青
年
交
流
会
館
」
建
設
に
尽

力
さ
れ
た
同
期
諸
兄
の
落
成
式
参

列
の
他
、
現
地
の
様
子
を
記
し
た
．

片
山
修
三
君
の
紀
行
文
が
配
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
会
館
の
他
、
ネ
パ

ー
ル
に
小
学
校
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

山
間
地
に
病
院
を
、
な
ど
の
事
業

関
東
地
区
同
期
会
の
集
い

“
期
　
雨
宮
　
明
生

を
宣
言
す
る
も

一奥
様
孝
行
賞
」

に
は
思
は
ず
三

ン
マ
リ
、　
そ
し

て
メ
ー
カ
ー
の
村
松
敏
雄
君
に
感

謝
の
弁
。
そ
の
村
松
君
に
は

「疲

れ
た
で
賞
」
の
入
浴
剤
が
贈
ら
れ

る
と
共
に

「仲
野
君
の
参
加
が
あ

れ
ば
次
回
メ
ｌ
ヵ
ｌ
脱
出
は
可
能

」
と
皆
か
ら
励
ま
し
の
声
。
最
近

ゴ
ル
フ
を
始
め
た
そ
の
仲
野
実

君
、
参
加
の
下
見
と
し
て
．
今
回

は
皆
の
ス
タ
ー
ト
を
見
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
次
回
参
加
を
待
っ
て

ま
す
。
当
会
は
今
年
で
二
十
年
、

に
は
、
同
期
、
藤
口
栄
君
、
稲
森

照
男
君
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
が

協
力
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

＾
付
記
〉
Ⅱ
　
い
つ
も
地
元
の
名

産
を
持
参
し
て
こ
の
会
に
参
加
し

て
い
た
川
口
実
君
が
八
月
六
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

|‐  ||

一
昨
年
湯
の
小
屋
温
泉
に
バ

ス
旅
行
に
行
っ
て
か
ら
買
東
地
区

同
期
会
は
開
か
れ
て
い
な
っ
か
っ

た
と
こ
ろ
．
四
月
に
開
催
さ
れ
た

総
会
の
席
上
で
関
東
地
区
で
も
旧

交
を
暖
め
る
寄
り
合
い
を
や
』
ぎ

あ
と
言
う
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。

幹
事
の
荒
谷
じ
つ
子
、
吉
崎

英
晰
、
北
村
公

一
の
三
君
が
奔
走

し
て
時
間
．
場
所
、
会
費
等
を
ま

と
め
あ
げ
た
の
が
十
月
四
日
、
新

橋
ヘ
イ
マ
ー
ト
の
同
期
会
で
あ
っ

た
。
関
東
地
区
に
在
住
す
る
同
期

生
は
八
十
六
名
で
あ
る
が
、
そ
の

内
の
二
十
六
名
が
出
席
を
す
る
と

い
う
盛
会
ぶ
り
で
．
会
場
は
満
員

電
車
並
み
。
そ
の
ユ
，
ス
で
汗
ば
む

程
で
あ
っ
た
。
会
は
吉
崎
君
の
司

会
進
行
で
開
会
さ
れ
た
。
静
岡
か

ら
来
た
会
長
の
菅
野
寛
也
■
か
ら

t
ヽ_
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母
校
や
同
期
会
の
状
況
が
詳
細
に

わ
た
っ
て
説
明
が
あ
っ
た
。
特
に

来
年
は
事
業
後
五
十
年
に
な
り
記

念
の
会
合
を
計
画
し
て
い
る
の
で

皆
さ
ん
方
の
積
極
的
な
協
力
を
い

た
だ
き
た
い
と
話
し
た
。
静
同
か

ら
来
た
江
崎
普
三
君
の
発
声
で
乾

杯
を
し
懇
親
に
入
っ
た
。
久
し
ぶ

り
に
会
う
も
の
．
何
ら
か
の
関
係

で
鮨
繁
に
会
う
者
等
そ
れ
ぞ
れ
が

懇
談
す
る
輪
が
狭
い
会
場
で
あ
つ

た
け
れ
ど
．
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
出

来
て
い
た
。
出
席
者
の
ほ
と
ん
ど

が
古
希
を
間
近
に
控
え
て
い
る
た

め
か
各
々
の
健
康
問
題
が
話
題
の

中
心
で
あ
っ
た
。
又
、
そ
れ
ぞ
れ

の
親
の
介
護
を
抱
え
て
お
り
、
そ

の
苦
労
話
や
奮
闘
物
語
が
話
会
わ

れ
る
の
が
今
回
の
会
合
の
特
色
で

は
な
い
か
と
感
じ
取
っ
た
。
佐
怒

賀
洋
平
君
は
白
慢
の
カ
メ
ラ
で
ス

ナ
ッ
プ
写
真
を
撮
り
続
け
て
く
れ

た
の
で
、
や
が
で
作
品
が
出
席
者

の
日
に
入
る
事
に
な
ろ
う
。
同
期

の
人
達
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
年
を
と

っ
て
も
表
え
る
こ
と
も
無
く
料

理
、
飲
み
物
の
消
費
量
は
大
し
た

物
で
あ
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
我
ら
同

期
は
若
い
若
い
な
あ
と
つ
く
づ
く

思
っ
た
。
歓
談
は
尽
き
な
か
っ
た

が
次
回
静
岡
で
の
再
会
を
堅
く
約

し
て
散
会
し
た
。

０

月

フ

具

西
の
汽
車
通
の
会

７０
期
　
大
高
　
源
之
丞

最
近
は
■
る
こ
と
も
無
く
、
た

ま
に
は
ど
こ
か
で
記
念
写
真
を
テ

レ
ビ
で
見
る
く
ら
い
で
そ
の
単
語

さ
え
置
き
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
つ
た

「
汽
車
」
と
言
う
言
葉
。
そ
の
懐

か
し
い
言
葉
を
使

っ
て
．
我
々
は

「
７０
期
両
の
汽
車
通
の
会
」
と
言

う
グ
ル
ー
プ
を
持
っ
て
い
る
。
一●

車
通
と
言
う
の
は
国
鉄

（今
の
ＪＲ
）

静
同
駅
か
ら
汽
車
を
利
用
す
る
＋

徒
の
事
で
用
宗
、
婉
津
方
面
か
ら

通
学
す
る
生
徒
が
西
の
汽
車
通
．

清
水
、
趾
（津
方
面
か
ら
の
生
徒
が

東
の
汽
車
通
で
あ
る
。
も

っ
と
も

東
の
汽
車
通
は
清
水
迄
の
者
は
静

同
鉄
道
の
計
阿

・
清
水
間
の
郊
外

電
車
が
あ
る
の
で
実
際
の
東
の
汽

車
通
は
興
津
以
遠
の
者
で
あ

っ

た
。
現
在
静
岡
駅
を
中
心
に
運
転

さ
れ
る
電
車
は
皿
津^
‥
島
回
間
を

結
ぶ
四
輌
編
成
が
主
体
で
遠
距
離

の
も
の
で
も
沼
津
‥
浜
松
間
を
八

輌
編
成
で
十
五
分
間
隔
く
ら
い
の

が
ダ
イ
ヤ
這
〓
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
我
々
が
通
学
す
る
頃
の
東

海
道
線
は
通
勤
通
学
の
時
間
帯
を

除
け
ば
東
京

・
名
古
屋
又
は
束

京

・
大
垣
な
ど
の
運
，
が
多
く
十

輌
又
は
十
二
輌
編
成
で
は
あ
っ
た

が
、
下
な
の
時
間
な
ど
に
は

一
時

間
に

一
本
か
三
本
の
運
〓
で
、
予

定
し
て
い
た
汽
車
に
乗
り
遅
れ
る

と
三
十
分
以
上
待
た
さ
れ
る
事
は

ざ
ら
で
あ
う
た
。
当
時
は
駅
に
立

ち
食
い
蕎
麦
屋
な
ど
無
く
高
枝
生

の
身
分
で
の
食
堂
に
入
る
事
な

ど
、
も

っ
て
の
ほ
か
で
ど
ん
な
に

空
腹
の
時
で
も
我
が
家
に
た
ど
り

着
く
迄
じ
っ
と
我
慢
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
汽
車
を
待
う
間
、

同
じ
高
校
の
生
徒
は

一
つ
処
に
固

ま
り
、
又
、
同
じ
車
両
に
乗
る
な

ど
仲
間
の
団
結
は
堅
く
、
他
の
高

校
と
の
対
抗
意
識
は
相
当
の
も
の

で
あ
つ
た
。

当
時
、
我
々
の
茉
っ
た
汽
車
は

机
か
ら
ＥＬ
に
変
わ
っ
た
ば
か
り
で

乗
り
降
り
の
時
の
出
入
り
回
は
乗

る
人
が
外
か
ら
手
で
押
し
て
開
く

扉
で
ラ
ッ
シ
ュ
時
間

（当
時
そ
う

言
う
言
葉
は
無
か
っ
た
が
）
に
は

泥
雑
で
扉
を
閉
じ
る
事
が
出
来
す

最
後
に
来
っ
た
人
な
ど
は
乗
っ
て

い
る
間
中
、
身
体
の
半
分
を
草
外

に
出
し
た
ま
ま
必
死
の
力
で
手
摺

の
鉄
棒
に
し
が
み
つ
い
て
い
た
も

の
で
あ
ち
た
。

と
こ
ろ
で
五
年
程
前
の
二
月
ヽ

西
の
汽
車
通
仲
間
の
鈴
木
明
次
君

か
ら
声
が
掛
か
り
部
内
と
そ
の
近

郊
に
住
む
７０
期
の
西
の
汽
車
通
仲

間
で
気
軽
に
飲
み
な
が
ら
昔
話
を

し
よ
う
と
言
う
事
に
な
っ
た
。
集

地
の
歌
舞
伎
座
の
世
の

「助
六
」

と
言
う
小
料
理
屋
に
七
八
人
が
集

ま
っ
た
。
勿
論
住
ん
で
い
る
処
も

離
れ
離
れ
で
あ
る
の
で
高
校
時
代

の
思
い
出
話
が
中
心
と
な
り
話
題

に
尽
き
る
事
が
無
く
夜
が
更
け
る

の
も
忘
れ
て
話
し
込
ん
だ
。
そ
の

後
ほ
ぼ

一
年
に

一
回
葉
ま
る
グ
ル

ー
プ
と
な
り

「
７０
期
西
の
汽
車
運

の
ム
こ

と
名
づ
け
て
昨
年
な
ど
は

鎌
倉
ま
で

一
泊
ど
ま
り
で
出
か
け

た
の
で
あ
っ
た
。
最
近
で
は
殆
ど

の
メ
ン
パ
ー
が
職
を
離
れ
て
自
由

の
身
と
な
り
時
間
を
持
て
余
す

日
々
で
あ
り
な
が
ら
外
出
が
何
と

な
く
億
劫
な
年
令
と
な
っ
た
が
．

万
年
幹
事
の
鈴
木
君
か
ら
の
呼
び

出
し
が
掛
か
る
の
が
皆
待
ち
速
し

い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
関
東
地

区
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
ほ
ど

の
大
架
娑
を
、
又
何
ら
か
の
目
的

を
も
っ
た
グ
ル
ー
プ
と
は
言
い
難

い
が
こ
ん
な
仲
間
の
集
ま
り
が
静

中
静
高
関
東
同
窓
会
の
中
に
は
あ

る
と
言
う
事
を
報
告
致
し
ま
す
。

会
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
し
て
い
る

貴
君
の
ご
案
内
の
も
と
大
変
有
意

義
な
も
の
で
し
た
。
二
十
名
近
い

仲
間
が
集
ま
る
と
は
同
慶
の
至

り
。
今
沢
文
庫
ま
で
我
が
家
か
ら

わ
ず
か
四
十
分
足
ら
す
。
隠
れ
た

文
化
遺
産
と
八
景
島
の
景
勝
地
が

こ
ん
な
近
く
に
あ
ろ
う
と
は
．
折

を
見
て
ま
た
同
じ
道
を
歩
こ
う
と

思
っ
た
次
第
．
最
初
に
訪
れ
た
県

立
金
沢
文
庫
博
物
館
に
一
万
肛
を

超
す
金
沢
北
条
家
と
称
名
寺
由
来

の
古
文
書
が
保
管
さ
れ
て
い
る
と

は
。
書
を
多
少
警
る
小
生
に
は
尺

示
品
の
全
て
に
興
味
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
館
を
出
た
外
は
日

が
眩
む
よ
う
な
夏
陽
で
し
た
。

実

時

の

古

文

書

館

夏
陽
射
す

そ
れ
に
隣
接
す
る
広
大
な
称
名

寺
。
あ
れ
は
ど
立
派
な
占
利
が
あ

る
と
は
こ
れ
に
も
驚
い
た
次
第
．

案
内
板
も
ｒ
え
め
て
、
大
き
な

池
を
有
す
る
庭
日
は
自
然
の
草
花

で
四
ま
れ
て
嬉
し
い
限
り
，
見
上

げ
る
山
門

（仁
工
円
）
は
さ
す
が
、

関
東

一
と
言
わ
れ
る
だ
け
あ
る
。

貴
君
の
説
明
は
分
か
り
や
す
く
そ

れ
ぞ
れ
に
興
水
を
そ
そ
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
池
を
跨
ぐ
朱
色
の

美
し
い

「反
り
橋
と
平
橋
」
の
組

み
合
わ
せ
は
日
本
で
た
っ
た
，
カ

金
沢
八
景
散
策
と
舟
遊
び

７３
期
青
木
　
俊

一
郎

松
下
勝
朗
殿

前
略
、
ま
だ
五
月
半
ば
と
言
う

の
に
沖
縄
で
台
風
第

一
号
発
■
．

空
の
グ
イ
ヤ
は
大
荒
れ
模
様
．
先

の
静
高
七
三
期
同
期
会
の
催
し
て

は
横
浜

・
金
沢
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協

t
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所
と
は
，
い
い
も
の
を
見
ま
し
た
●

鎌
倉
の
栄
輩
を
今
に
　
花
菖
蒲

ハ
イ
ラ
イ
ー
の
屋
形
船
。
風
無

く
、
波
無
く
、
魚
料
理
良
し
、
酒

旨
い
。
若
い
二
代
目
船
頭
の
挨
拶

も
い
い
。
止
ま
る
事
の
な
い
カ
ラ

オ
ケ
も
皆
上
手
い
も
の
だ
。
自
信

を
も
っ
て
歌
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

良
い
。
気
の
置
け
な
い
連
中
と

一

緒
だ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
船
遊
び

の
二
時
間
は
ア
ッ
と
言
う
間
に
過

ぎ
、
夕
焼
け
か
ら
曰
暮
れ
に
変
わ

り
急
に
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
．

日
暮
れ
て

岸
に
灯
点
り
　
屋
形
船

昔
仲
間
と
過
ご
し
た
満
足
感
に

し
た
り
つ
つ
陵
町
の
柴
山
君
と

一

緒
に
相
鉄
組
で
家
路
へ
と
．

大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
互
い
に
六
十
を
超
え

た
身
。
ど
う
ぞ
御
自
愛
下
さ
れ
た

再
会
を
楽
し
み
に
。
　

頭
首

平
成
十
三
年
二
月
十
四
日

参
加
者
は

石
川
八
州
夫
　
　
石
川
征
四
郎

鈴
木
　
良
明
　
　
鈴
木
　
　
豊

山
本
　
日日秀
　
　
佐
々
木
勝
彦

松
永
　
　
烈
　
　
斎
藤
　
幸
・男

深
沢
　
靖
男
　
　
原
崎
　
幹
雄

山
下
　
茂
支
　
　
柴
山
　
飲
伍

小 石 松
柳 割 下

忠 浩 勝
義 司 朗

静
岡
で

同
期
会

開
催

７６
期
　
鈴
木
　
浩

去
る
十
月
二
十
七
日
、
七
十
六

期
の
同
期
会
が
有
り
、
久
し
ぶ
り

に
静
岡
市
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。

静
岡
市
に
帰
る
度
ご
と
に
、
い

つ
も
、
い静
同
の
七
間
町
の
路
Ｌ
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
有
り
、
に
ぎ

や
か
な
町
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

静
岡
を
離
れ
て
、
約
四
十
年
、

ほ
と
ん
ど
、
エ
ー
ラ
ン
ゼ
の
よ
う

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
会

場
に
は
懐
か
し
い
顔
が

一
杯
。

す
っ
か
り
当
時
に
戻
る
事
が
出

来
ま
し
た
。
俺
は
こ
ん
な
．
じ
い

さ
ん
達
と
同
年
齢
な
の
か
と
少
し

さ
び
し
く
思

っ
た
の
も
事
実
で

す
。
（自
分
だ
け
若
い
と
思
っ
て

い
る
）
音
と
い
え
ば
．
先
ご
ろ
、
新
聞

の
小
さ
を
記
事
を
も
と
に
、
静
岡

市
内
の
、
羽
衣
出
版
よ
り

「静
岡

の
Ａ
■
日
１
年
」
と
い
う
写
真
集
を

取
り
寄
せ
ま
し
た
。
昔
の
慄
か
し

い
静
同
駅
な
ど
、
現
在
と
対
比
さ

れ
て
お
り
、
文
字
と
お
り
、
Ａ
■
自

の
感
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

青
木
俊

一
郎

中
西
　
英

一

杉
山
　
親
司

★★☆★★静中・静高関東同窓会 HP便 り ★★★★★

昨秋より開設の静中・静高関東同窓会のホームページですが、内容は以前お伝えした通り

5つのページによる構成になっています。「お知らせ」では、関東同窓会の簡単な沿革や行

事の報告や今後の日程を、「会報トビックス」では関東同窓会会報の記事見出しを.「各期幹

事」では役員および各期幹事の名簿を、「1,ン ク集」では静高関係のHPの紹介を、そして

「歌集」では校歌をはじめ応援歌・逍遥歌を.それぞれ掲載しています。「リンク集」ページ

は、静高のHPは もとより、静高同窓生が社会の第一線で活躍している様子が伝わってくる

よう著名な事業上のHPを掲載しています。情報が入りましたらその都度道宜 1リ ンクを追加

していきます。

ご推薦のHPがあればメールでご連絡下さい。
ささやかなページですが、IT時代の同窓会メデイアとして歩んで行きたいと思っておりま

す。会員の皆様のご意見・ご感想をお待ちしています。

HPア ドレスは http://dub.pepne.jp/~stnfre/kanto/kanto―top.htm

(なお.ア ドレスは.すべて英文モードで、「ヽ」は「Shft」 を押しながら「へ」、「―」はテ
ンキー は 字を打つところ)にある「―」キーです。)
E― mailア ドレスは stnfre Cpep.ne.,p               石||1 嘉和 (87期 )

☆インターネット・検索クイズ☆0・黒はんべん・ を掲載しているホームベージは畿つか ?0
1+日名物は :1茶 わさひ●け Tはん´ヽ.¨ など薇々ら り`ます′●■. ノン7~r_′ |・ ′)■ ~1‐ 一ヽ

'|■
=戦
されているはずでi.. 2002`「 1月 1日 ‐7F七■■に.ヤ リーで検十し■ |・ さ
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PC**PC**PC**PC**  ノくソ コ ン 奮 戦 言己  **PC*沐 PC泳求PC泳*PC

3年前 (1998年 )の夏.59歳の私と二人の娘と共にパソコンを買い、長女が機級にソフト
をセットし、次女は会社の帰りにパソコン教室に通って基礎を学んで来た。二人が楽しんで

いるのを横日にして.三十年前に勤務していた会社の東京本社・大阪本社のコンピュータを

導入・稼動させた父親だから、いつでもやって見せるぜ、それに、ワードプロセッサー (ワ
ープロ専用機)な ら会社で毎日||っ ているしと悠長な態度でいました。二人がいない日に .
サアーやって見ようとしたが電源ボタンはキイーボードに有るのか、四角の結の演算装置の

このボタンなのか、テレビモニターに付いているボタンなのか.マ ァーいいや、テレビのホ

タンを押してやれ。画像を縦長に、荷長に、 しに.下に移動させるべく英単語が並んでいる
が、日本人が使用する機械なのに、何故日本語で書いて無いのだろう。このどれで世界中の

ホームページが見られるのだろうか。これは間違っていた。どうしたら.機械を元に戻せる
か。このまま娘達が帰って来るまで点けばなしてこく訳には行かぬ.顔は紅漑してハラハラ
ときとき。 (,′・訓=マニュアルを尊重すべし)娘の部屋からマニュアルを探し出して電源の入
れ方を見.ス タートボタンから開始して、電話帳の様なホームページ10万集案内から幾つつヽ
のホームベージ (HP)を 見る事が出来ました。見終わったら電話回線を切ってこけば良い。
どこかのおばあさんが 1ケ月つけ放しにして置き.電話代10万円請求されたなんで事が無いよ

うに。画面の上側に種々の作業の文字があるが追々探検すれば良いだろう。何でも挑戦の精

神だ.と 思っていたら、1司期生のG君から 'ホームページ'を作らないかと声が掛かる。
・まだ早いけど丁度良いや''と 二人でOAン ヨツプに出向いてホームベージ作成ソフトと

`「刷機とスキャナー (画像収込機器)を 買ってきて取リイ寸けた。ソフ |・ を動かしたら、製造希

写を入力して ドさいと要求されたので.ソ フトに姑り付けであるAI,C456XYZと の記
号を入力してもエラーですと受け付けてくれない。私が10回 .娘が10回入力してもエラーと
なり、ちっとも前に進まないのである。マニュアル通りにやっているのに誰が悪いんだ。金

曜日の夜つヽら始めて上日に作成すればHPが完成する段取りのはずであった。アア時間がもっ
たいない。メーカーに問い合わせをしたくても、夜間でもあり、土日は休日であるから.月

曜 |||こ教ぇて貰うしか無い。「モンモンxメ ーカーですか」とマニュアルに書いてあつた電話

番号に掛けてみると「いいた.同 じグループですが他の業務をしている会社ですから何もわ

かりません」と言う。「マニュアルに印刷されている番号に電話してどうして悪いんだ」と収

まりが付かない。電話させますから少々お待ち下さいといわれて待って居ると「どうしまし

たか」と尋ねるので事情を説明すると「アアそれは ・′ヽンカクエースー・ でお願ヽ` します_|
「エッ ハンカクエース って何ですか?」「′ヽイ +角英数のキイを押すのです。オ甲して下さい。
ハイ|11来 ましたね.ソ フトは全角と半角文字を判断するのです」
「初・しヽ者はマニュアルを見て作業をするのだから、もっと親切に何故書いて無いんだ」「そ

れで出来ましたね」と若い社員はサラ1,と 言う。「反省しろッ ■日の時間を返せッ」それで
も何とがマニュアル通りに夜だけやって一週間で自分のHPが完成し、インターネットに乗せ
る事に成功。PCの前でガッツポーズ.結局4oページのマニュアルの中で1lヶ 処の間違いを見
つけて、メーカー|こ .(ぇ であげる始末であった。 (教訓―マニュアルは信用出来ない)

書店でPCの本を.せんでいても難しい祗面ばかりで中仲自分に合った本が■いなあと最後に

手にけた読売Pc(月 刊誌)が読みやすく.解 りやすく.初心者向けに手ほどきをしてくれ ,́。
「ウンこれた.こ うでなくっちや」と ―冊買い求めて号数を見ると25号 となっている。創刊
2年 なのだ。そのまま.車で読売新川社の本社に行き「過去に発行された 24冊 をぜ―んぶ
揃えて ドさい」バ ックナンバーを揃ぇて代金8160円 .こ れを電車の中で.昼飯の食堂で、自
分の車の中で読み、必要な項目をコピーし、11箋を付けて.夜はPCの前に座って実際にやっ
てみて 2日 で一冊を終了させ、約 1ケ月半で、 2年間分を召得する。せっかく夏から始めた
PCのお勉強なら、帰宅してから何時間有ろうとも24時00分までは絶対に止めないぞとの決意
で、アニメーンョン画像も作成したりして半年「・同、巨人戦も見ないでとうとう12月 30日 の24

時00分まで続ける事となった。
マア.31日 の紅白歌合戦くらいは見たいものだから。しかし、PCの世界はどんどんと進化
して行ってしまう。また.追いかけねばならない。         山梨 山 記 (73期 )
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静中・静高関東同窓会 インターネット・コーナー

EIB+,i L^, httpi//club.pep.ne.jpastnfre/kanto/kanto-top.htm
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年次  氏
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93
93

大長  智  Em  C× E05312@nifty ne,p
石り|| 八 ll夫  Em  yis5050peach.ocn.ne.jp

Hp   http:′ /WWW.graCO.CO.ip

大石 尭史  Em  oishidc@ips9.ne,p
Hp   http:′ /www ips9・ ne.jp

大村 1春樹  Em  homuraOtkd.att.ne.jp
奥村  :至朗  Em   yazaki‐ foundOmwc blglobe.ne ip
梶原 重則  Em   omosakCmb.infoweb.ne.jp
′」ヽ山 武夫I   Em   koyama60@crocus ocn.ne.jp
杉山 正三  Em  s sugiyamaCnoblapan.co.jp

Hp   httpl〃WWW.nObiapan.CO.jp
杉山  光I  Em   mitsu_sCtkc att ne,p

Hp   httpl″www syscOnet.or9/

鈴木  良明  Em  suzukiyCsoftex.co.,p
Hp    http1//sOnex cO.ip

深沢 靖男  Em  y― fukaCsyonankinenhp.Or.ip
Hp   httpl〃 www.syOnankinenhp Orip

望月 公美  Em  masamettt.or.ip
Hp   httpl〃 www.intermedia‐ 9raphics net

山梨  由言己   Em   kings輌 10cba att ne,p
Hp    http:/′ ho11]e att ne,p/red′ king7′

山下 茂支  匡m  sig―yamasCh9.dion.ne.jp
Hp    httpl//wwvv09 tl‐ page so― net ne.,p/,ヽ′b3均 pla

垣

`E 
尚 奇支   EI]l    yaslhabuCpOppy.OcΠ  ne,p

高i喬   ,な
―
  Em   hiroshi3.takahashiCtoshiba co,p

τ予

'11 :嘉

禾口   Em   stnfreOpep.ne.lp
Hp   http://Club.pep.ne.∫ p′Stnfre

鳥巣  修  Em  tosu@ml bi91obe ne」 p
大羽 :章弘  Em  A OhbaCtkatxm輌 tsui co.jp
岡村 .幸彦I  Em  okamuraOaiselco.,p

Hp   http:′ /WWW.aiSel.CO.,p

斎藤  孝  HP   httpl″ www kisc meijl.ac」 p′saito/
掲載■削除をご希望の方は、下記までこ連絡下さい.

お問い合わせ先    kingsmiЮ cba.att.ne.,p 山梨由記
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鈴 与 株 式 会 社
ヽ表取締役 鈴 木 与 平 (76期 )

清本市入11町 11-1
TEL 0543(54)3015(秘 書評)

,7L支キl 東京都港区芝公国 1-2-12
TEL 03(3432, 7151

株式会社 富 士 越
株式会社 富士越化成

代表取締● 野 澤 正 憲 (64期 )

東京著|∫渋谷区●2-14-9
TEL 03(3409'3342(`ヽ )
TEL 03(3400)9541(イ )ヽ

同窓会で人の輪を11

野 方 重人 法 律 事務 所

'設
士 野 方 重 人 (77期 )

(事
革]|-0046千 代日区神円エト

装旱[子レ罰f

ll:|:l・ | :: |::::| ::::

IΠ

"L 
法人おt 所■■などのご|「証はどうそ |

鳥 巣修 税 理 士 事 務 所

力■■ 鳥 巣  修 (89期 )・・ ‐

  OSAMU TOSU

^ .― R嘱釣鋪I「難糧[語 :'・38驚

日本レーベル印刷禁

f表範靭丁晏115轟
|[ビル8F東京

|ビ」[]毛夕51465i t代 )

自動車・火災・傷害保険

大 高 保 険 事 務 所

代 ■ 清 水 雅 尚
.77期

)

東京都渋谷|`東 8-15-S
TEL 03(3406｀  9350

PHS 070 15103)8920

*昼 2時より夜11ま で診療 *

タ カ ラ 歯 科 診 療 所

千t=藁 科 名 雄 t87期
'

東杖燎 中|_1黒 T■ 従
=5分

1・ EI_012]-3764811:||

前剤薬局・一言都圏に40店節

株式会社 アイセイ薬局
|1塞案分業のパートナー」

代表ユ締往 同 村 幸 彦 (98則 .応援辞 部)

棘 都中央区日本橋蛎麺 2-14-5
TEL 03(5651)7200
hll,,′ /,Wヽ .ヽaiSei C。 ,p

プロ野球選手 こ愛顧 28年
あのホームラン王も・有名な ビッチャーも あの名監督も・コーチも

☆★★  高級■■・オーダーメイド  イージーオーダースーツ
確かな技術と縫製で ご奉任します

紳-1■服の 山梨テーラー  山梨株式会社 代表取締役 山梨由記
千業県11橋市前原西 7-5-8 TEL 047(178)1006

☆★☆
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